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このまちが、もっと好きになる

広報かけがわ電子版 検索

12月12日　和田岡小学校5年生
地域の方に教わりながらしめ飾りづくりに挑戦



KOHO  KAKEGAWA  2018.1

～掛川がもっと好きになる～ 平成30年展望

若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる掛川にしごとをつくり安心して働けるようにする

掛川への新しいひとの動きをつくる明日の掛川をつくり豊かで潤いのある安心な暮らしを守る

待
機
児
童
の
解
消
を
図
り
ま
す
　

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に

基
づ
き
、
施
設
整
備
お
よ
び
ソ
フ
ト
事
業
の

充
実
に
よ
り
待
機
児
童
の
解
消
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
企
業
と
の
協
働
に
よ
り
、
企
業

主
導
型
保
育
事
業
の
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
を
検
討
し
ま
す
　

　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
、
支
援
計

画
を
策
定
し
対
策
に
取
り
組
み
、
子
育
て
世

帯
へ
の
経
済
的
支
援
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
を
進
め
ま
す

　
大
東
・
大
須
賀
区
域
の
認
定
こ
ど
も
園
整

備
は
、
第
一
弾
と
な
る
大
坂
、
睦
浜
両
幼
稚

園
と
大
坂
保
育
園
を
再
編
す
る
「
（
仮
称
）

大
坂
認
定
こ
ど
も
園
」
を
、
現
在
の
大
坂
幼

稚
園
と
大
坂
保
育
園
の
敷
地
に
新
園
舎
を
建

設
し
、
平
成
31
年
４
月
の
開
園
に
向
け
て
、

工
事
に
着
手
し
て
い
き
ま
す
。

発
達
支
援
の
窓
口
を
開
設
し
ま
す
　

　
（
仮
称
）
掛
川
市
発
達
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
希
望
の
丘
地
内
に
開
設
し
、
発
達
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
な
ど
に
寄
り
添

い
、
情
報
提
供
や
と
も
に
考
え
る
場
な
ど
の

環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
関
係
各

課
・
機
関
へ
つ
な
げ
、
生
涯
に
わ
た
る
支
援

を
行
い
ま
す
。

積
極
的
な
企
業
誘
致
活
動
を
行
い
ま
す
　

　
上
西
郷
工
業
団
地
な
ど
へ
県
内
外
の
企
業

に
対
し
積
極
的
な
誘
致
活
動
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
企
業
訪
問
を
計
画
的
に
実
施

し
、
企
業
ニ
ー
ズ
の
把
握
と
企
業
の
地
元
定

着
や
設
備
投
資
に
つ
な
が
る
情
報
提
供
な
ど

を
行
い
ま
す
。

創
業
や
中
小
企
業
を
支
援
し
ま
す

　
創
業
支
援
相
談
窓
口
や
創
業
支
援
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
、
新
規
創
業
者
に
対
す
る
き

め
細
や
か
な
相
談
や
情
報
提
供
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
中
小
企
業
支
援
機
関
の
連
携
体

で
あ
る
掛
川
地
域
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
体

制
強
化
を
図
る
と
と
も
に
「
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定

し
、
振
興
施
策
を
検
討
し
ま
す
。
シ
ェ
ア
オ

フ
ィ
ス
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

オ
リ
ー
ブ
の
産
地
化
を
図
り
ま
す

　
新
た
な
主
要
作
物
と
し
て
、
産
地
化
や
ブ

ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
、
実
証
農
地
の
拡
大
と

と
も
に
栽
培
や
加
工
、
流
通
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
ま
す
。

地
方
都
市
間
の
交
流
を
進
め
ま
す

　
互
産
互
生
機
構
と
連
携
し
、
産
品
の
販
路

拡
大
や
交
流
人
口
の
増
加
に
向
け
て
、
人

的
・
物
産
的
交
流
を
さ
ら
に
促
進
し
て
い
き

ま
す
。

市
民
総
ぐ
る
み
で

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
ま
す
　

　
市
民
総
ぐ
る
み
で
地
域
資
源
を
再
発
見
し
、
磨
き

上
げ
る
な
ど
の
魅
力
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
浸
透
を
図
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
市
民
の
誇
り
・
愛
着
を

醸
成
し
、
戦
略
的
な
情
報
発
信
に
よ
り
掛
川
を
売
り

込
み
ま
す
。

歴
史
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す

　
「
歴
史
的
風
致
維
持
向
上
計
画
」
に
基
づ
き
、
市

内
各
地
に
残
る
歴
史
的
風
致
（
歴
史
的
な
建
造
物
と

祭
り
に
代
表
さ
れ
る
伝
統
的
な
活
動
が
一
体
と
な
っ

た
良
好
な
市
街
地
環
境
）
を
維
持
・
向
上
さ
せ
、
地

域
へ
の
誇
り
を
再
認
識
し
、
本
市
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向

上
と
と
も
に
、
観
光
施
策
に
活
用
し
ま
す
。
報
徳
運

動
、
三
熊
野
神
社
大
祭
、
掛
川
祭
、
髙
天
神
城
跡
周

辺
の
祭
り
、
事
任
八
幡
宮
例
大
祭
、
伝
統
的
な
茶
草

場
農
法
な
ど
を
核
と
し
て
歴
史
的
風
致
に
位
置
づ
け

し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
拡
大
を
図
り
ま
す

　
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
交
流
拡
大

を
図
る
た
め
、
官
民
協
働
で
機
運
醸
成
や
キ
ャ
ン
プ

誘
致
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設

を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
推
進
を
図
り
ま

す
。
平
成
31
年
の
ラ
グ
ビ
ー
W
杯
に
つ
い
て
は
、
中

学
校
区
単
位
で
、
文
化
や
言
葉
を
勉
強
し
て
応
援
す

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

海
岸
防
災
林
強
化
事
業
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
　

　
海
岸
防
災
林
強
化
事
業
「
掛
川
潮
騒
の
杜
」
を
市

民
や
企
業
と
の
協
働
と
、
国
や
県
と
の
連
携
・
協
力

を
さ
ら
に
進
め
な
が
ら
一
年
で
も
早
い
完
成
を
目
指

し
ま
す
。

高
齢
者
の
生
活
支
援
や
認
知
症
対
策
を
進
め
ま
す

　
認
知
症
の
早
期
発
見
と
適
切
な
治
療
、
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
に
よ
り
、
認
知
症
対
策

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
の
外
出
を
増
や

し
、
人
と
触
れ
合
う
機
会
を
創
出
す
る
た
め
、
高
齢

者
が
一
緒
に
集
い
食
事
が
で
き
る
な
ど
の
居
場
所
づ

く
り
の
拡
大
や
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
、
地
域
で
の

生
活
援
助
を
検
討
し
ま
す
。

「
お
達
者
度
」
県
下
一
を
目
指
し
ま
す

　
人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
、
「
か
け
が
わ
生
涯

お
達
者
市
民
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
市
民
総
ぐ
る

み
で
推
進
し
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
減
塩
、
野
菜

摂
取
な
ど
を
進
め
、
地
域
の
行
事
へ
の
参
加
な
ど
社

会
参
加
を
促
進
し
、
生
涯
お
達
者
市
民
が
大
勢
い
る

ま
ち
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

掛
川
流
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の

深
化
を
図
り
ま
す

　
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て
地
域
課
題
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
市
民
活
動
団

体
、
企
業
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ
る
機
会
を
さ
ら
に
拡
大

し
て
い
き
ま
す
。

街中トランポリン広場音楽会の日（吉岡彌生記念館）多文化共生フェスティバルふれあい交流会（東大坂区）山の日　風船飛ばし（粟ヶ岳山頂） 母の日（横須賀幼）

し
お
さ
い

も
り
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検
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０
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ク
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取
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携
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街中トランポリン広場音楽会の日（吉岡彌生記念館）多文化共生フェスティバルふれあい交流会（東大坂区）山の日　風船飛ばし（粟ヶ岳山頂） 母の日（横須賀幼）

し
お
さ
い

も
り
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あなたの行動で地域が変わる
美化推進ボランティアに登録してみませんか?

　市は、みなさんと協働で地域の美化活動を進める「かけがわ美化推進
ボランティア」を実施し、清掃用具の貸し出しや保険の加入などの支援
をしています。

協
働
で
地
域
の
美
化
を
推
進

　　
ご
み
の
な
い
美
し
い
ま
ち
は
、
私
た

ち
誰
も
が
望
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、

少
数
の
心
な
い
人
た
ち
に
よ
る
ポ
イ
捨

て
ご
み
を
、
な
か
な
か
根
絶
で
き
て
い

な
い
の
が
実
情
で
す
。

　
市
で
も
不
法
投
棄
回
収
な
ど
の
対
応

を
し
て
い
ま
す
が
、
行
政
の
力
だ
け
で

市
全
域
を
い
つ
も
き
れ
い
な
状
態
に
保

つ
こ
と
は
、
到
底
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
市
は
、
み
な
さ
ん
と
協
働
で

地
域
の
美
化
を
進
め
る
「
か
け
が
わ
美

化
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

ど
ん
な
活
動
を
す
る
の
？

　
自
宅
や
事
業
所
周
辺
の
道
路
や
公

園
、
河
川
な
ど
で
、
不
法
投
棄
な
ど
を

発
見
し
た
場
合
に
市
へ
情
報
提
供
す
る

ほ
か
、
２
か
月
に
１
回
程
度
、
地
域
の

ポ
イ
捨
て
ご
み
の
回
収
と
収
集
を
行
い

ま
す
。

登
録
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　
美
化
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し

た
団
体
な
ど
に
は
、
市
は
次
の
よ
う
な

支
援
を
し
ま
す
。

①
ご
み
袋
と
軍
手
の
支
給
、
火
ば
さ
み

　
の
貸
与

②
保
険
へ
の
加
入

③
活
動
区
域
表
示
板
な
ど
の
支
給

④
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
る
Ｐ
Ｒ

ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要
？

　
自
治
会
、
事
業
所
、
団
体
、
個
人
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
登
録
で
き
ま
す
。

　
最
初
に
、
団
体
名
・
構
成
人
数
・
活

動
区
域
・
活
動
計
画
な
ど
を
記
入
し
た

届
出
書
を
市
に
提
出
し
ま
す
。
届
け
出

後
、
市
と
活
動
者
と
で
美
化
推
進
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
合
意
書
の
締
結
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
で
登
録
完
了
で
す
。

　
今
後
の
参
考
と
す
る
た
め
、
年
度
末

に
１
年
間
の
活
動
を
報
告
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※

県
の
「
ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や

「
リ
バ
ー
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
」
に
登
録
す
る
方

は
、
「
美
化
推
進
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
登
録
す

る
」
と
申
し
出
れ
ば
、
市
の
手
続
き
は
不
要
で

す
。

み
ん
な
で
美
し
い
ま
ち
を

　
現
在
、
95
団
体
と
16
人
の
個
人
の
方

が
登
録
し
て
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
き
れ
い
な
ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
た

め
に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で

す
。
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
な
い
美
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

活動者の声
市民活動団体

企業

きれいなまちを目指して

社員の成長につながる

　インターチェンジにポイ捨てされたごみを
見てこのままではいけないと思い、平成16年
から美化ボランティアを始めました。月に1度、
市内のインターチェンジ付近で活動をしてい
ます。参加者は30人ほど。活動の様子を見て、
会員以外の方もお手伝いをしてくれることが
あります。
　きれいにしたスッキリ感がやる気につな
がっています。きれいなまちを目指して活動
に取り組んでいます。

　当社は、環境に配慮した経営を推進してい
ます。その1つとして、平成15年から事業所周
辺の美化ボランティアを行っています。
　参加者が同僚に声をかけるなどしてボラン
ティアの輪がどんどん広がり、当初30人ほど
だった参加者は70人以上になりました。
　この活動が、社員の環境意識の向上や社外
コミュニケーションの充実につながっている
ほか、活動の中で得られた達成感や満足感は
社員の成長につながっています。

*市内で草刈りや古紙回収など、まちをきれいにする活動に取り組む市民活動団体

明るい社会づくり運動
掛川地区協議会*

事務局長

松本記代子さん

NECプラットフォームズ
株式会社

環境工務部
シニアエキスパート

二ツ橋充弘さん

問 環境政策課（☎21-1145）
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ます。参加者は30人ほど。活動の様子を見て、
会員以外の方もお手伝いをしてくれることが
あります。
　きれいにしたスッキリ感がやる気につな
がっています。きれいなまちを目指して活動
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　この活動が、社員の環境意識の向上や社外
コミュニケーションの充実につながっている
ほか、活動の中で得られた達成感や満足感は
社員の成長につながっています。

*市内で草刈りや古紙回収など、まちをきれいにする活動に取り組む市民活動団体
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し
な
い
と
所
得
の
有
無
が
確
認
で
き
ず
、
各

種
証
明
書
発
行
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
や
児
童
扶
養

手
当
な
ど
の
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

書
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
申
告
す
る
方
の
本
人
確
認
書
類

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
（
通

知
カ
ー
ド
な
ど
）

・
身
元
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

③
源
泉
徴
収
票
（
給
与
・
年
金
所
得
者
）

④
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所

得
者
）
※
事
業
用
固
定
資
産
の
税
額
は
納

税
通
知
書
の
課
税
明
細
書
で
確
認

⑤
保
険
な
ど
の
支
払
証
明
書
（
国
民
年
金
掛

金
・
生
命
保
険
料
控
除
や
地
震
保
険
料
控

除
、
ま
た
は
旧
長
期
損
害
保
険
料
控
除
の

あ
る
方
）
※
無
く
し
た
場
合
は
、
掛
川
年

金
事
務
所
や
加
入
先
の
保
険
会
社
な
ど
で

再
発
行
が
可
能

⑥
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
年
間
支
払
額

　（
1
〜
12
月
支
払
分
）
が
わ
か
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
の
支
払
額
（
1
月
中

に
市
役
所
か
ら
通
知
）

・
農
業
者
年
金
掛
金
（
農
業
者
年
金
基
金
で

確
認
）

平
成
30
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
在
住

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告

が
必
要
で
す
。

①
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
方
や
、
地
代
、
家
賃
、
利
子
、
配

当
、
そ
の
他
所
得
が
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ

る
方
（
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超

え
る
と
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
）

③
日
雇
者
な
ど
で
事
業
所
か
ら
市
役
所
へ
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

④
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で
、
雑
損
控

除
や
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
な

ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
方

②
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
の
事
業
所
か

ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
方

③
年
金
所
得
だ
け
で
、
年
金
の
支
払
者
か
ら

市
役
所
へ
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
方

申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
告
を

1

2 青色申告

3 公共事業以外の土地・家屋の譲渡

4 株式などの譲渡

5 

6 贈与税・相続税の申告

7 消費税の申告

8 仕送り証明を必要とする申告

9 過去分（平成28年分以前）の確定申告

確定申告書B
（事業所得・不動産所得など）

住宅借入金控除、住宅耐震改修特
別控除、住宅特定改修特別税額控
除、認定長期優良住宅新築等特別
税額控除を受ける申告（全て）

自
書
申
告
で
提
出
す
る
だ
け
の
方
は
、
申
告

受
付
期
間
中
は
市
役
所
と
両
支
所
で
毎
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
提
出
を
受
け
付
け
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
よ
び
身

元
確
認
書
類
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
B
（
営
業
、
農
業
、
不
動
産

な
ど
）
の
申
告
を
す
る
方
は
、
J
A
掛
川
市

茶
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
税
務
署
確
定
申
告
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。

市
県
民
税
の
申
告

申
告
が
必
要
な
方

申
告
で
持
参
す
る
物

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

所
得
の
な
か
っ
た
方

自
書
申
告
は
毎
日
受
け
付
け

所
得
税
の
確
定
申
告
書
B
を
申
告
す

る
方
は
次
の
申
告
会
場
へ

市役所・支所で受け付けできないもの 市県民税　申告相談日程
※今年から地区ごとの受付日はなくなりました

上記申告のご相談は、必要書類をそろえて、
税務署の申告会場（千羽のJA掛川市茶業研修
センター）へお願いします。

※e-Tax用パソコンの設置と税務署職員の派遣
がないため、今年から大東支所でも上記の
受け付けができなくなりました。

平成29年分の申告の時期が近づいてきました。
申告会場は大変混雑します。自宅のパソコンで
国税庁ホームページから申告書を作成して郵送
したり、電子申告のできる「e-Tax」を活用し
たりして申告することをお勧めします。

【申告に関するお問い合わせ】
所 得 税：掛川税務署（☎22-5141）
　　　　　※自動音声案内の指示に従ってください。
市県民税：掛川市役所
　　　　　市税課市民税係（☎21-1136）

イータックス

※土・日曜日は除きます。

税の申告はお早めに
所得税・市県民税
2月16日金～3月15日木

・
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
（
商
工
会
議
所
な

ど
で
確
認
）

⑦
扶
養
親
族
の
氏
名
・
続
柄
・
生
年
月
日
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
別
居
の
場
合
は
住
所
が

わ
か
る
も
の

⑧
配
偶
者
の
所
得
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
配

偶
者
特
別
控
除
の
あ
る
方
）

⑨
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
の
内
訳
書
（
該
当

の
あ
る
方
）

⑩
医
療
費
な
ど
の
明
細
書
ま
た
は
領
収
書

　（
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
方
）

⑪
申
告
者
本
人
の
預
金
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
通
帳
な
ど
）
※
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
方領収書の代わりに医療費控除の明細書を添付

平成29年分の申告から、領収書の代わりに「医療費控除
の明細書」の添付が必要になりました。医療費の領収書
は、5年間保存する必要がありますのでご注意ください。
※医療保険者が交付する「医療費のお知らせ」などの医療
費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。

※平成32年度（平成31年分）までは、医療費の領収書の添
付、または提示により申告することもできます。

セルフメディケーション税制が創設
平成29年1月から、新たな医療費控除の特例「セルフメ

ディケーション税制」が施行されています。
健康の保持や増進、疾病の予防として一定の取り組みを

行う方が、薬局やドラッグストアなどで特定一般用医薬品
などを購入した場合は、通常の医療費控除との選択によ
り、セルフメディケーション税制の特例を受けることがで
きます。

寝たきりの方のおむつ費用を控除
寝たきりの方のおむつ費用の控除は、領収書のほか、医

師が作成する「おむつ使用証明書」が必要です。
なお、連続して2年以上続き、一定の条件に該当する場合

は、健康長寿課へ申請し発行される介護保険主治医意見書
の内容確認書を証明書に代えることができます。詳しくは
健康長寿課（☎21-1142）までお問い合わせください。

医療費控除に関する大切なお知らせ

■受付時間　市役所・大東支所・大須賀支所
　　　　　　午前8時30分～11時、午後1時～4時

※土・日曜日はお休み。平日の正午～午後1時は昼休み。
※混雑の状況により、早めに受け付けを締め切る場合があり
ます。
※大東支所・大須賀支所の受付
期間が変わりましたのでご注
意ください。

区　域 日　程 場　所

大東・大須賀

 掛　川 2月16日（金）～3月15日（木）

　　 2月16日（金）～3月1日（木）

  3月2日（金）～3月15日（木）　
　

市役所
2階テラス

大須賀支所
1階多目的室

大東支所
2階会議室

税の申告はお早めに
2月16日金～3月15日木
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し
な
い
と
所
得
の
有
無
が
確
認
で
き
ず
、
各

種
証
明
書
発
行
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
ま

た
、
国
民
健
康
保
険
税
の
算
出
や
児
童
扶
養

手
当
な
ど
の
資
料
に
な
り
ま
す
の
で
、
申
告

書
の
提
出
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
申
告
す
る
方
の
本
人
確
認
書
類

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
確
認
で
き
る
書
類
（
通

知
カ
ー
ド
な
ど
）

・
身
元
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）

③
源
泉
徴
収
票
（
給
与
・
年
金
所
得
者
）

④
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所

得
者
）
※
事
業
用
固
定
資
産
の
税
額
は
納

税
通
知
書
の
課
税
明
細
書
で
確
認

⑤
保
険
な
ど
の
支
払
証
明
書
（
国
民
年
金
掛

金
・
生
命
保
険
料
控
除
や
地
震
保
険
料
控

除
、
ま
た
は
旧
長
期
損
害
保
険
料
控
除
の

あ
る
方
）
※
無
く
し
た
場
合
は
、
掛
川
年

金
事
務
所
や
加
入
先
の
保
険
会
社
な
ど
で

再
発
行
が
可
能

⑥
国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
年
間
支
払
額

　（
1
〜
12
月
支
払
分
）
が
わ
か
る
も
の

・
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
・
介
護
保
険
料
の
支
払
額
（
1
月
中

に
市
役
所
か
ら
通
知
）

・
農
業
者
年
金
掛
金
（
農
業
者
年
金
基
金
で

確
認
）

平
成
30
年
1
月
1
日
現
在
、
市
内
に
在
住

し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申
告

が
必
要
で
す
。

①
商
業
、
工
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
営
ん

で
い
る
方
や
、
地
代
、
家
賃
、
利
子
、
配

当
、
そ
の
他
所
得
が
あ
る
方

②
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
の
所
得
が
あ

る
方
（
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を
超

え
る
と
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
）

③
日
雇
者
な
ど
で
事
業
所
か
ら
市
役
所
へ
給

与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方

④
給
与
所
得
者
や
年
金
所
得
者
で
、
雑
損
控

除
や
社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費
控
除
な

ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

①
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
方

②
給
与
所
得
だ
け
で
、
勤
務
先
の
事
業
所
か

ら
市
役
所
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ

れ
て
い
る
方

③
年
金
所
得
だ
け
で
、
年
金
の
支
払
者
か
ら

市
役
所
へ
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書
が
提

出
さ
れ
て
い
る
方

申
告
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
申
告
を

1

2 青色申告

3 公共事業以外の土地・家屋の譲渡

4 株式などの譲渡

5 

6 贈与税・相続税の申告

7 消費税の申告

8 仕送り証明を必要とする申告

9 過去分（平成28年分以前）の確定申告

確定申告書B
（事業所得・不動産所得など）

住宅借入金控除、住宅耐震改修特
別控除、住宅特定改修特別税額控
除、認定長期優良住宅新築等特別
税額控除を受ける申告（全て）

自
書
申
告
で
提
出
す
る
だ
け
の
方
は
、
申
告

受
付
期
間
中
は
市
役
所
と
両
支
所
で
毎
日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
提
出
を
受
け
付
け
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
お
よ
び
身

元
確
認
書
類
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
B
（
営
業
、
農
業
、
不
動
産

な
ど
）
の
申
告
を
す
る
方
は
、
J
A
掛
川
市

茶
業
研
修
セ
ン
タ
ー
の
税
務
署
確
定
申
告
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。

市
県
民
税
の
申
告

申
告
が
必
要
な
方

申
告
で
持
参
す
る
物

申
告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方

所
得
の
な
か
っ
た
方

自
書
申
告
は
毎
日
受
け
付
け

所
得
税
の
確
定
申
告
書
B
を
申
告
す

る
方
は
次
の
申
告
会
場
へ

市役所・支所で受け付けできないもの 市県民税　申告相談日程
※今年から地区ごとの受付日はなくなりました

上記申告のご相談は、必要書類をそろえて、
税務署の申告会場（千羽のJA掛川市茶業研修
センター）へお願いします。

※e-Tax用パソコンの設置と税務署職員の派遣
がないため、今年から大東支所でも上記の
受け付けができなくなりました。

平成29年分の申告の時期が近づいてきました。
申告会場は大変混雑します。自宅のパソコンで
国税庁ホームページから申告書を作成して郵送
したり、電子申告のできる「e-Tax」を活用し
たりして申告することをお勧めします。

【申告に関するお問い合わせ】
所 得 税：掛川税務署（☎22-5141）
　　　　　※自動音声案内の指示に従ってください。
市県民税：掛川市役所
　　　　　市税課市民税係（☎21-1136）

イータックス

※土・日曜日は除きます。

税の申告はお早めに
所得税・市県民税
2月16日金～3月15日木

・
小
規
模
企
業
共
済
掛
金
（
商
工
会
議
所
な

ど
で
確
認
）

⑦
扶
養
親
族
の
氏
名
・
続
柄
・
生
年
月
日
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
・
別
居
の
場
合
は
住
所
が

わ
か
る
も
の

⑧
配
偶
者
の
所
得
金
額
が
わ
か
る
も
の
（
配

偶
者
特
別
控
除
の
あ
る
方
）

⑨
株
式
な
ど
の
配
当
所
得
の
内
訳
書
（
該
当

の
あ
る
方
）

⑩
医
療
費
な
ど
の
明
細
書
ま
た
は
領
収
書

　（
医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
方
）

⑪
申
告
者
本
人
の
預
金
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
通
帳
な
ど
）
※
所
得
税
の
還
付
を

受
け
る
方領収書の代わりに医療費控除の明細書を添付

平成29年分の申告から、領収書の代わりに「医療費控除
の明細書」の添付が必要になりました。医療費の領収書
は、5年間保存する必要がありますのでご注意ください。
※医療保険者が交付する「医療費のお知らせ」などの医療
費通知を添付すると、明細の記入を省略できます。

※平成32年度（平成31年分）までは、医療費の領収書の添
付、または提示により申告することもできます。

セルフメディケーション税制が創設
平成29年1月から、新たな医療費控除の特例「セルフメ

ディケーション税制」が施行されています。
健康の保持や増進、疾病の予防として一定の取り組みを

行う方が、薬局やドラッグストアなどで特定一般用医薬品
などを購入した場合は、通常の医療費控除との選択によ
り、セルフメディケーション税制の特例を受けることがで
きます。

寝たきりの方のおむつ費用を控除
寝たきりの方のおむつ費用の控除は、領収書のほか、医

師が作成する「おむつ使用証明書」が必要です。
なお、連続して2年以上続き、一定の条件に該当する場合

は、健康長寿課へ申請し発行される介護保険主治医意見書
の内容確認書を証明書に代えることができます。詳しくは
健康長寿課（☎21-1142）までお問い合わせください。

医療費控除に関する大切なお知らせ

■受付時間　市役所・大東支所・大須賀支所
　　　　　　午前8時30分～11時、午後1時～4時

※土・日曜日はお休み。平日の正午～午後1時は昼休み。
※混雑の状況により、早めに受け付けを締め切る場合があり
ます。
※大東支所・大須賀支所の受付
期間が変わりましたのでご注
意ください。

区　域 日　程 場　所

大東・大須賀

 掛　川 2月16日（金）～3月15日（木）

　　 2月16日（金）～3月1日（木）

  3月2日（金）～3月15日（木）　
　

市役所
2階テラス

大須賀支所
1階多目的室

大東支所
2階会議室

税の申告はお早めに
2月16日金～3月15日木
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税理士による無料税務相談
～確定申告書の作成・受理～

別
番
号
の
通
知
書
（
申
告
会
場
を
利
用
し

た
方
は
、
会
場
で
交
付
さ
れ
た
緑
色
の
封

筒
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
の
あ
る
方

で
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
額
が
4
0
0
万

円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合

は
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

（
た
だ
し
、
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で

す
）
。

知
書
（
写
し
）

・
住
宅
用
家
屋
証
明
書
（
写
し
）
ま
た
は

認
定
長
期
優
良
住
宅
建
築
証
明
書

※
認
定
長
期
優
良
住
宅
や
認
定
低
炭
素
住
宅

の
新
築
・
購
入
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
省
エ

ネ
改
修
工
事
な
ど
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
が
な

く
て
も
、
所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
平
成
29
年
分
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴

◆
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
期
限

と
振
替
日

　申
告
期
限

　3
月
15
日
㈭

　納
税
期
限

　3
月
15
日
㈭

　振
替
日

　4
月
20
日
㈮

　※
贈
与
税
の
振
替
納
付
は
で
き
ま
せ
ん

◆
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
）
の

期
限
と
振
替
日

　申
告
期
限

　4
月
2
日
㈪

　納
税
期
限

　4
月
2
日
㈪

　振
替
日

　4
月
25
日
㈬

　申
告
内
容
・
開
設
状
況
は
次
の
と
お
り
。

◆
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
「
医
療
費
控
除
」

「
年
金
所
得
者
」
な
ど
の
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
申
告
や
贈
与
税

の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

　期
間

　2
月
9
日
㈮
〜
2
月
15
日
㈭

　時
間

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

所
得
税
〜
掛
川
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税
、消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
）

平
成
29
年
分

申
告
会
場

■
所
得
税
に
関
す
る
書
類
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　郵
送
に
よ
る
確
定
申
告
書
送
付
先

　
　〒
4
3
6
‐
8
6
5
2
　掛
川
税
務
署
（
所
在
地
記
載
不
要
）

　確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
相
談

  

（
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
、
贈
与
税
）

　
　掛
川
税
務
署（
☎
22
‐
5
1
4
1
）※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
・
納
税
の
期
限

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
必
要
な
書
類

年
金
所
得
者
の
申
告
を
簡
素
化

年
金
所
得
者
の
持
ち
物

◆
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
、
贈
与
税
の
申
告

を
受
け
付
け
ま
す
。

　期
間

　2
月
16
日
㈮
〜
3
月
15
日
㈭

　時
間

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
お
休
み
で
す
。

※
受
け
付
け
は
午
後
4
時
ま
で
。
混
雑
状
況

で
早
め
に
終
了
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
2
月
16
日
㈮
〜
3
月
15
日
㈭
、
掛
川
税
務

署
で
は
申
告
書
の
提
出
を
受
け
付
け
ま
す

が
、
署
内
に
確
定
申
告
会
場
を
設
け
て
い

ま
せ
ん
。

①
平
成
29
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

②
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書
（
法
務
局
か
ら

交
付
を
受
け
た
原
本
）

③
住
民
票
の
写
し
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
も
の
。
平
成
28
年
1
月
1
日
以

降
に
居
住
を
開
始
し
た
場
合
は
不
要
）

④
売
買
契
約
書
や
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し

（
収
入
印
紙
の
添
付
箇
所
の
写
し
も
必
要
）

⑤
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残

高
証
明
書

⑥
国
・
地
方
公
共
団
体
の
補
助
金
な
ど
を
受

け
た
場
合
、
そ
の
額
の
わ
か
る
書
類

⑦
申
告
者
本
人
の
預
金
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
通
帳
な
ど
）

⑧
借
入
金
で
家
屋
と
そ
の
家
屋
の
敷
地
を
併

せ
て
取
得
し
た
方
は
、
敷
地
の
登
記
事
項

証
明
書
（
原
本
）
、
敷
地
の
売
買
契
約
書

（
写
し
）
、
敷
地
の
住
宅
取
得
資
金
に
係

る
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

⑨
認
定
長
期
優
良
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方

・
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
通  

収
票
（
原
本
）

②
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
、
平
成
29
年
分
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

③
平
成
29
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険

料
、
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
支
払
金
額

が
わ
か
る
も
の

④
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
・
地
震
保
険
料

控
除
証
明
書

⑤
申
告
者
本
人
の
預
金
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
通
帳
な
ど
）

⑥
昨
年
以
前
に
税
務
署
の
申
告
会
場
な
ど
で

電
子
申
告
を
利
用
し
た
方
は
、
利
用
者
識

申
告
な
ど
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
導
入
に
伴

い
、
申
告
手
続
き
な

ど
に
は
12
ケ
タ
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
必
要
で
す
。

税
務
署
で
は
、
「
な

り
す
ま
し
」
を
防
止

す
る
た
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
記
載
し
た

申
告
書
な
ど
の
書
類
を

提
出
す
る
際
に
は
、
本
人
確
認
書

類
の
確
認
（
ま
た
は
写
し
の
添
付
）
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国税庁　作成コーナー 検索

納
税
は
、
安
心
・
便
利
な

振
替
納
税
が
お
勧
め
で
す

対象　所得税および復興特別所得税、消費
税および地方消費税

とき 2月16日（金）・19日（月）～23日
（金）・26日（月）～28日（水）

　午前9時～正午、午後1時～3時30分
　※混雑状況で早めに受け付けを終了する
　場合があります。

ところ　JA掛川市茶業研修センター
　（千羽609-1）
持ち物　詳しくは掛川税務署にお問い合わせください。

※次に該当する場合はJA掛川市茶業研修センター（千羽）
　の確定申告会場でご相談ください。
○譲渡所得のある方や贈与税の申告をする方
○消費税および地方消費税、または事業所得のある方など
で、計算が複雑などで相談時間が長引く場合

○青色申告特別控除65万円を受けようとする方（貸借対照
表が既に作成されている方を除く）

パソコン・タブレットが便利

JA掛川市
茶業研修センター

国道1号
（掛川バイパス） 千羽I.C.

県道415号線 千羽交差点

至静岡至浜松

コンビニ
●

東部工業団地
エコポリス 　JA掛川市

●緑茶加工施設

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
納
税

は
、
安
全
で
便
利
な
「
口
座
振
替
」

が
お
勧
め
で
す
。

振
替
納
税
は
、
期
限
ま
で
に
申
告

書
と
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
を
提

出
し
た
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。
一

度
手
続
き
を
す
れ

ば
、
継
続
し
て
利

用
す
る
こ
と
が

で
き
、
振
り
込

み
な
ど
の
手

間
が
省
け
て

便
利
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
い
ろ
い
ろ

・
作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は
、
郵
送
な
ど

で
税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
定
申
告
の
で
き

る
「
e

-

T
a
x
」
を
利
用
し
て
送
信

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も

作
成
で
き
ま
す
。

・
確
定
申
告
期
間
中
は
24
時
間
利
用
で
き

ま
す
。

・
税
制
改
正
に
対
応
し
た
自
動
計
算
機
能

で
、
計
算
誤
り
な
く
申
告
書
な
ど
を
作

成
で
き
ま
す
。

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
プ
リ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
印
刷
で
き

ま
す
。

確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
告
書
を
作

成
す
る
と
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

J
A
掛
川
市

　茶
業
研
修
セ
ン
タ
ー

（千羽609‐1）

税の申告はお早めに
2月16日金～3月15日木
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税理士による無料税務相談
～確定申告書の作成・受理～

別
番
号
の
通
知
書
（
申
告
会
場
を
利
用
し

た
方
は
、
会
場
で
交
付
さ
れ
た
緑
色
の
封

筒
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
）

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
の
あ
る
方

で
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
額
が
4
0
0
万

円
以
下
で
、
か
つ
、
公
的
年
金
な
ど
の
雑
所

得
以
外
の
所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合

は
、
確
定
申
告
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

（
た
だ
し
、
市
県
民
税
の
申
告
は
必
要
で

す
）
。

知
書
（
写
し
）

・
住
宅
用
家
屋
証
明
書
（
写
し
）
ま
た
は

認
定
長
期
優
良
住
宅
建
築
証
明
書

※
認
定
長
期
優
良
住
宅
や
認
定
低
炭
素
住
宅

の
新
築
・
購
入
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
省
エ

ネ
改
修
工
事
な
ど
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
が
な

く
て
も
、
所
得
税
の
控
除
が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

①
平
成
29
年
分
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴

◆
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
期
限

と
振
替
日

　申
告
期
限

　3
月
15
日
㈭

　納
税
期
限

　3
月
15
日
㈭

　振
替
日

　4
月
20
日
㈮

　※
贈
与
税
の
振
替
納
付
は
で
き
ま
せ
ん

◆
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
（
個
人
）
の

期
限
と
振
替
日

　申
告
期
限

　4
月
2
日
㈪

　納
税
期
限

　4
月
2
日
㈪

　振
替
日

　4
月
25
日
㈬

　申
告
内
容
・
開
設
状
況
は
次
の
と
お
り
。

◆
「
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
」
「
医
療
費
控
除
」

「
年
金
所
得
者
」
な
ど
の
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
の
還
付
申
告
や
贈
与
税

の
申
告
を
受
け
付
け
ま
す
。

　期
間

　2
月
9
日
㈮
〜
2
月
15
日
㈭

　時
間

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

所
得
税
〜
掛
川
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
〜

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

贈
与
税
、消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税（
個
人
）

平
成
29
年
分

申
告
会
場

■
所
得
税
に
関
す
る
書
類
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
先

　郵
送
に
よ
る
確
定
申
告
書
送
付
先

　
　〒
4
3
6
‐
8
6
5
2
　掛
川
税
務
署
（
所
在
地
記
載
不
要
）

　確
定
申
告
に
関
す
る
電
話
相
談

  

（
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
、
贈
与
税
）

　
　掛
川
税
務
署（
☎
22
‐
5
1
4
1
）※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
・
納
税
の
期
限

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
必
要
な
書
類

年
金
所
得
者
の
申
告
を
簡
素
化

年
金
所
得
者
の
持
ち
物

◆
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
の
確
定
申
告
、
贈
与
税
の
申
告

を
受
け
付
け
ま
す
。

　期
間

　2
月
16
日
㈮
〜
3
月
15
日
㈭

　時
間

　午
前
9
時
〜
午
後
5
時

※
土
・
日
曜
日
・
祝
日
は
お
休
み
で
す
。

※
受
け
付
け
は
午
後
4
時
ま
で
。
混
雑
状
況

で
早
め
に
終
了
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
2
月
16
日
㈮
〜
3
月
15
日
㈭
、
掛
川
税
務

署
で
は
申
告
書
の
提
出
を
受
け
付
け
ま
す

が
、
署
内
に
確
定
申
告
会
場
を
設
け
て
い

ま
せ
ん
。

①
平
成
29
年
分
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票

（
原
本
）

②
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書
（
法
務
局
か
ら

交
付
を
受
け
た
原
本
）

③
住
民
票
の
写
し
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
も
の
。
平
成
28
年
1
月
1
日
以

降
に
居
住
を
開
始
し
た
場
合
は
不
要
）

④
売
買
契
約
書
や
工
事
請
負
契
約
書
の
写
し

（
収
入
印
紙
の
添
付
箇
所
の
写
し
も
必
要
）

⑤
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残

高
証
明
書

⑥
国
・
地
方
公
共
団
体
の
補
助
金
な
ど
を
受

け
た
場
合
、
そ
の
額
の
わ
か
る
書
類

⑦
申
告
者
本
人
の
預
金
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
通
帳
な
ど
）

⑧
借
入
金
で
家
屋
と
そ
の
家
屋
の
敷
地
を
併

せ
て
取
得
し
た
方
は
、
敷
地
の
登
記
事
項

証
明
書
（
原
本
）
、
敷
地
の
売
買
契
約
書

（
写
し
）
、
敷
地
の
住
宅
取
得
資
金
に
係

る
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

⑨
認
定
長
期
優
良
住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方

・
長
期
優
良
住
宅
建
築
等
計
画
の
認
定
通  

収
票
（
原
本
）

②
給
与
所
得
の
あ
る
方
は
、
平
成
29
年
分
給

与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

③
平
成
29
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険

料
、
国
民
年
金
保
険
料
な
ど
の
支
払
金
額

が
わ
か
る
も
の

④
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書
・
地
震
保
険
料

控
除
証
明
書

⑤
申
告
者
本
人
の
預
金
口
座
番
号
が
わ
か
る

も
の
（
通
帳
な
ど
）

⑥
昨
年
以
前
に
税
務
署
の
申
告
会
場
な
ど
で

電
子
申
告
を
利
用
し
た
方
は
、
利
用
者
識

申
告
な
ど
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
で
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
導
入
に
伴

い
、
申
告
手
続
き
な

ど
に
は
12
ケ
タ
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載

が
必
要
で
す
。

税
務
署
で
は
、
「
な

り
す
ま
し
」
を
防
止

す
る
た
め
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
記
載
し
た

申
告
書
な
ど
の
書
類
を

提
出
す
る
際
に
は
、
本
人
確
認
書

類
の
確
認
（
ま
た
は
写
し
の
添
付
）
を
行

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国税庁　作成コーナー 検索

納
税
は
、
安
心
・
便
利
な

振
替
納
税
が
お
勧
め
で
す

対象　所得税および復興特別所得税、消費
税および地方消費税

とき 2月16日（金）・19日（月）～23日
（金）・26日（月）～28日（水）

　午前9時～正午、午後1時～3時30分
　※混雑状況で早めに受け付けを終了する
　場合があります。

ところ　JA掛川市茶業研修センター
　（千羽609-1）
持ち物　詳しくは掛川税務署にお問い合わせください。

※次に該当する場合はJA掛川市茶業研修センター（千羽）
　の確定申告会場でご相談ください。
○譲渡所得のある方や贈与税の申告をする方
○消費税および地方消費税、または事業所得のある方など
で、計算が複雑などで相談時間が長引く場合

○青色申告特別控除65万円を受けようとする方（貸借対照
表が既に作成されている方を除く）

パソコン・タブレットが便利

JA掛川市
茶業研修センター

国道1号
（掛川バイパス） 千羽I.C.

県道415号線 千羽交差点

至静岡至浜松

コンビニ
●

東部工業団地
エコポリス 　JA掛川市

●緑茶加工施設

所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
、

消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
納
税

は
、
安
全
で
便
利
な
「
口
座
振
替
」

が
お
勧
め
で
す
。

振
替
納
税
は
、
期
限
ま
で
に
申
告

書
と
預
貯
金
口
座
振
替
依
頼
書
を
提

出
し
た
場
合
に
利
用
で
き
ま
す
。
一

度
手
続
き
を
す
れ

ば
、
継
続
し
て
利

用
す
る
こ
と
が

で
き
、
振
り
込

み
な
ど
の
手

間
が
省
け
て

便
利
で
す
。

メ
リ
ッ
ト
い
ろ
い
ろ

・
作
成
し
た
申
告
書
な
ど
は
、
郵
送
な
ど

で
税
務
署
に
提
出
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
定
申
告
の
で
き

る
「
e

-
T
a
x
」
を
利
用
し
て
送
信

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

・
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
も

作
成
で
き
ま
す
。

・
確
定
申
告
期
間
中
は
24
時
間
利
用
で
き

ま
す
。

・
税
制
改
正
に
対
応
し
た
自
動
計
算
機
能

で
、
計
算
誤
り
な
く
申
告
書
な
ど
を
作

成
で
き
ま
す
。

・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の
プ
リ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
印
刷
で
き

ま
す
。

確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑

し
ま
す
の
で
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
告
書
を
作

成
す
る
と
便
利
で
す
。

ぜ
ひ
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

J
A
掛
川
市

　茶
業
研
修
セ
ン
タ
ー

（千羽609‐1）

税の申告はお早めに
2月16日金～3月15日木
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小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

み
な
さ
ん
は
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
い

う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

「
オ
ー
ラ
ル
」
と
は
口
の
こ
と
、
「
フ

レ
イ
ル
」
と
は
虚
弱
の
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
口
の
虚
弱
、
す
な
わ
ち
「
口
の
機
能

低
下
」
を
指
し
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
る

と
「
固
い
も
の
が
か
め
な
い
」
「
む
せ

る
」
「
食
べ
こ
ぼ
す
」
「
滑
舌
が
悪
く
な

る
」
な
ど
の
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ

が
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
な
の
で

す
。口

が
担
う
役
割
は
、
大
き
く
分

け
て
2
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
食

べ
物
を
取
り
込
み
栄
養
を
摂
取
す

る
入
り
口
、
も
う
一
つ
は
会
話
を

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
窓

口
で
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
が
起
こ
る

よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
2
つ
の
機

能
が
低
下
し
、
「
唾
液
の
分
泌
低

下
」
「
虫
歯
・
歯
周
病
の
進
行
」

が
起
こ
り
、
歯
磨
き
が
十
分
に
で
き

な
く
な
る
と
、
結
果
「
口
臭
」
も
ひ
ど
く

な
り
、
会
話
を
し
た
く
な
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
栄
養
状
態
が
悪
化
す
る
こ
と

で
、
身
体
の
活
力
低
下
「
フ
レ
イ
ル
」
が

起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
老
化
の
サ
イ
ン
で
も
あ

る
の
で
す
。

　
高
齢
に
な
れ
ば
自
然
な
こ
と
で
し
か
た

が
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
こ
の
対
策
と
し
て
何
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ

り
ま
す
。

①
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ

一
つ
目
は
、
虫
歯
や
歯
周
病
で
歯
を

失
っ
た
際
に
は
、
適
切
な
治
療
を
受
け
る

こ
と
で
す
。
口
を
清
潔
に
保
つ
た
め
に
、

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
に
よ
る
歯
の
清
掃
の
徹
底

に
努
め
る
こ
と
や
、
定
期
的
に
か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
院
で
検
診
を
行
う
こ
と
が
大

事
で
す
。

②
口
腔
機
能
維
持
・
改
善
に
努
め
る

「
か
む
」
「
飲
み
込
む
」
「
発
声
す

る
」
「
笑
う
」
と
い
っ
た
動
作
は
、
口
の

周
り
の
筋
肉
が
ス
ム
ー
ズ
に
動
く
必
要
が

あ
り
、
口
の
体
操
に
な
り
ま
す
。
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
で
元
気
に
歌
う
こ
と
は
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
口
腔
機
能
を
維
持
し

た
り
、
改
善
し
た
り
す
る
体
操
に
は
、

「
口
と
舌
の
体
操
」
「
パ
タ
カ
ラ
体
操

（※）
」
「
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
次
の
機

会
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小笠掛川歯科医師会　その43　　
（☎22-6120）

〜
老
化
の
サ
イ
ン
で
注
目
〜

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

む
せ
る
、
食
べ
こ
ぼ
す
、

滑
舌
が
悪
く
な
る
の
は
、

口
の
機
能
低
下

口
の
中
を
清
潔
に
保
ち
、

口
腔
機
能
維
持
・
改
善
が
大
切

こ
う

く
う

※
パ
タ
カ
ラ
体
操

=「
パ
」「
タ
」「
カ
」「
ラ
」
と
発
言
し
、

　食
べ
る
た
め
に
必
要
な
筋
肉
を
鍛
え
る
。

かけがわ再発見・磨き上げ～みんなでシティプロモーション～

問市長政策室（☎21-1224）

今年から市長の維新伝心のコーナーは掛川の地
域資源の再発見や磨き上げなどの魅力づくりの
コーナーとしてお届けします。
第1回目は、教養がキーワード。「松ヶ岡（旧山
﨑家住宅）」がテーマです。

現在、掛川市では、「松ヶ岡」の修復の
ため、松ヶ岡プロジェクト推進委員会や市
民有志の方々とともに、市民、企業のみな
さんへの寄附のお願いやクラウドファン
ディングによる募金活動などに取り組んで
います。
趣旨にご賛同いただける方、寄附につい

ては、下記までお問い合わせください。

問市教育委員会社会教育課（☎21-1158）

Vol. 01

松ヶ岡を教養の拠点に

MATSUGAOKA

KAKEGAWA  CITY

掛
川
市
は
、
十
王
町
に
あ
る
市
指
定
文

化
財
「
松
ヶ
岡
（
旧
山
﨑
家
住
宅
）
」
を
修

復
整
備
し
、
公
共
の
財
産
と
し
て
永
く
後

世
に
伝
え
て
い
く
「
松
ヶ
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

松
ヶ
岡
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
安
政
3

年
（
1
8
5
6
年
）
に
、
当
地
の
豪
商
・

山
﨑
家
6
代
目
当
主
・
万
右
衛
門
が
建
て
た

主
屋
、
長
屋
門
、
中
門
を
は
じ
め
と
す
る

一
群
の
建
築
物
で
す
。
そ
の
多
く
が
当
時

の
ま
ま
残
り
、
庭
園
と
と
も
に
、
近
代
和

風
建
築
の
代
表
と
し
て
高
い
文
化
財
的
価

値
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
明
治
11
年

（
1
8
7
8
年
）
に
は
、
明
治
天
皇
の
行

在
所
（
仮
の
御
所
）
に
供
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
山
﨑
家
は
、
掛
川
藩
の
財

政
を
支
援
し
、
藩
校
（
後
の
「
教
養
館
」
）

の
設
立
に
は
、
4
代
目
当
主
・
万
右
衛
門

が
多
額
の
援
助
を
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
藩
校
は
武
士
の
子
弟
が
学
問
や
武
芸

を
学
ぶ
場
で
す
が
、
こ
の
教
養
館
で
は
、

農
民
・
商
人
の
子
弟
に
も
門
戸
が
開
か

れ
、
「
学
ぶ
」
こ
と
に
前
向
き
な
風
土
が

掛
川
に
醸
成
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
「
教

養
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
使
わ
れ
た
の

が
、
こ
の
教
養
館
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。8

代
目
当
主
・
千
三
郎
は
、
初
代
掛
川

町
長
を
務
め
、
鉄
道
や
道
路
の
整
備
、
大 あ

ん

ざ
い
じ
ょ

井
川
疎
水
の
計
画
、
製
茶
工
場
建
設
、
掛

川
銀
行
の
設
立
な
ど
地
域
振
興
の
た
め
に

私
財
を
投
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
千
三
郎
の

甥
の
山
﨑
覚
次
郎
は
、
東
京
帝
国
大
学
経

済
学
部
長
を
務
め
、
日
本
に
お
け
る
金
融

論
、
貨
幣
論
の
先
駆
者
と
し
て
も
活
躍
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
千
三
郎
は
地
方

で
、
覚
次
郎
は
中
央
で
、
日
本
の
近
代
化

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

国
際
化
の
進
展
な
ど
、
大
き
な
社
会
変

化
の
中
で
再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
教
養
。

こ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
松
ヶ

岡
を
現
代
版
「
教
養
館
」
に
位
置
づ
け
、

多
く
の
市
民
が
明
る
く
豊
か
な
人
生
を
送

る
た
め
の
歴
史
・
文
化
や
金
融
・
経
済
な

ど
の
「
学
び
の
拠
点
」
に
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
1
月

13
日
㈯
午
後
2
時
か
ら
、
日
本
文
学
研
究

者
の
ロ
バ
ー
ト

　キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
を
お

招
き
し
、
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
掛

川
教
養
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　「
教
養
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
や
「
ひ
と
づ
く
り
」
に
生
か
し
、

新
た
な
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
。
松
ヶ
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り

上
げ
、
掛
川
の
偉
人
が
遺
し
た
松
ヶ
岡
を

学
び
の
拠
点
（
シ
ン
ボ
ル
）
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

の
こ

お
い
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小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠
医師会

小笠掛川
歯科医師会

小笠袋井
薬剤師会
小笠袋井
薬剤師会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

掛川市
介護支援専門員
連絡協議会

中東遠総合
医療センター
中東遠総合
医療センター

み
な
さ
ん
は
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
い

う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。

「
オ
ー
ラ
ル
」
と
は
口
の
こ
と
、
「
フ

レ
イ
ル
」
と
は
虚
弱
の
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。
口
の
虚
弱
、
す
な
わ
ち
「
口
の
機
能

低
下
」
を
指
し
て
い
ま
す
。
高
齢
に
な
る

と
「
固
い
も
の
が
か
め
な
い
」
「
む
せ

る
」
「
食
べ
こ
ぼ
す
」
「
滑
舌
が
悪
く
な

る
」
な
ど
の
症
状
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ

が
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
な
の
で

す
。口

が
担
う
役
割
は
、
大
き
く
分

け
て
2
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
食

べ
物
を
取
り
込
み
栄
養
を
摂
取
す

る
入
り
口
、
も
う
一
つ
は
会
話
を

行
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
窓

口
で
す
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
が
起
こ
る

よ
う
に
な
る
と
、
こ
の
2
つ
の
機

能
が
低
下
し
、
「
唾
液
の
分
泌
低

下
」
「
虫
歯
・
歯
周
病
の
進
行
」

が
起
こ
り
、
歯
磨
き
が
十
分
に
で
き

な
く
な
る
と
、
結
果
「
口
臭
」
も
ひ
ど
く

な
り
、
会
話
を
し
た
く
な
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
栄
養
状
態
が
悪
化
す
る
こ
と

で
、
身
体
の
活
力
低
下
「
フ
レ
イ
ル
」
が

起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ば
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
老
化
の
サ
イ
ン
で
も
あ

る
の
で
す
。

　
高
齢
に
な
れ
ば
自
然
な
こ
と
で
し
か
た

が
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
こ
の
対
策
と
し
て
何
が
で
き
る

の
で
し
ょ
う
か
。
大
き
く
分
け
て
2
つ
あ

り
ま
す
。

①
口
の
中
を
清
潔
に
保
つ

一
つ
目
は
、
虫
歯
や
歯
周
病
で
歯
を

失
っ
た
際
に
は
、
適
切
な
治
療
を
受
け
る

こ
と
で
す
。
口
を
清
潔
に
保
つ
た
め
に
、

歯
ブ
ラ
シ
な
ど
に
よ
る
歯
の
清
掃
の
徹
底

に
努
め
る
こ
と
や
、
定
期
的
に
か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
院
で
検
診
を
行
う
こ
と
が
大

事
で
す
。

②
口
腔
機
能
維
持
・
改
善
に
努
め
る

「
か
む
」
「
飲
み
込
む
」
「
発
声
す

る
」
「
笑
う
」
と
い
っ
た
動
作
は
、
口
の

周
り
の
筋
肉
が
ス
ム
ー
ズ
に
動
く
必
要
が

あ
り
、
口
の
体
操
に
な
り
ま
す
。
カ
ラ
オ

ケ
な
ど
で
元
気
に
歌
う
こ
と
は
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
口
腔
機
能
を
維
持
し

た
り
、
改
善
し
た
り
す
る
体
操
に
は
、

「
口
と
舌
の
体
操
」
「
パ
タ
カ
ラ
体
操

（※）
」
「
唾
液
腺
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
、
次
の
機

会
に
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

小笠掛川歯科医師会　その43　　
（☎22-6120）

〜
老
化
の
サ
イ
ン
で
注
目
〜

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル

む
せ
る
、
食
べ
こ
ぼ
す
、

滑
舌
が
悪
く
な
る
の
は
、

口
の
機
能
低
下

口
の
中
を
清
潔
に
保
ち
、

口
腔
機
能
維
持
・
改
善
が
大
切

こ
う

く
う

※
パ
タ
カ
ラ
体
操

=「
パ
」「
タ
」「
カ
」「
ラ
」
と
発
言
し
、

　食
べ
る
た
め
に
必
要
な
筋
肉
を
鍛
え
る
。

かけがわ再発見・磨き上げ～みんなでシティプロモーション～

問市長政策室（☎21-1224）

今年から市長の維新伝心のコーナーは掛川の地
域資源の再発見や磨き上げなどの魅力づくりの
コーナーとしてお届けします。
第1回目は、教養がキーワード。「松ヶ岡（旧山
﨑家住宅）」がテーマです。

現在、掛川市では、「松ヶ岡」の修復の
ため、松ヶ岡プロジェクト推進委員会や市
民有志の方々とともに、市民、企業のみな
さんへの寄附のお願いやクラウドファン
ディングによる募金活動などに取り組んで
います。
趣旨にご賛同いただける方、寄附につい

ては、下記までお問い合わせください。

問市教育委員会社会教育課（☎21-1158）
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松ヶ岡を教養の拠点に
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掛
川
市
は
、
十
王
町
に
あ
る
市
指
定
文

化
財
「
松
ヶ
岡
（
旧
山
﨑
家
住
宅
）
」
を
修

復
整
備
し
、
公
共
の
財
産
と
し
て
永
く
後

世
に
伝
え
て
い
く
「
松
ヶ
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

松
ヶ
岡
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
安
政
3

年
（
1
8
5
6
年
）
に
、
当
地
の
豪
商
・

山
﨑
家
6
代
目
当
主
・
万
右
衛
門
が
建
て
た

主
屋
、
長
屋
門
、
中
門
を
は
じ
め
と
す
る

一
群
の
建
築
物
で
す
。
そ
の
多
く
が
当
時

の
ま
ま
残
り
、
庭
園
と
と
も
に
、
近
代
和

風
建
築
の
代
表
と
し
て
高
い
文
化
財
的
価

値
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
明
治
11
年

（
1
8
7
8
年
）
に
は
、
明
治
天
皇
の
行

在
所
（
仮
の
御
所
）
に
供
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
山
﨑
家
は
、
掛
川
藩
の
財

政
を
支
援
し
、
藩
校
（
後
の
「
教
養
館
」
）

の
設
立
に
は
、
4
代
目
当
主
・
万
右
衛
門

が
多
額
の
援
助
を
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
藩
校
は
武
士
の
子
弟
が
学
問
や
武
芸

を
学
ぶ
場
で
す
が
、
こ
の
教
養
館
で
は
、

農
民
・
商
人
の
子
弟
に
も
門
戸
が
開
か

れ
、
「
学
ぶ
」
こ
と
に
前
向
き
な
風
土
が

掛
川
に
醸
成
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
「
教

養
」
と
い
う
言
葉
が
初
め
て
使
わ
れ
た
の

が
、
こ
の
教
養
館
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。8

代
目
当
主
・
千
三
郎
は
、
初
代
掛
川

町
長
を
務
め
、
鉄
道
や
道
路
の
整
備
、
大 あ

ん

ざ
い
じ
ょ

井
川
疎
水
の
計
画
、
製
茶
工
場
建
設
、
掛

川
銀
行
の
設
立
な
ど
地
域
振
興
の
た
め
に

私
財
を
投
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
千
三
郎
の

甥
の
山
﨑
覚
次
郎
は
、
東
京
帝
国
大
学
経

済
学
部
長
を
務
め
、
日
本
に
お
け
る
金
融

論
、
貨
幣
論
の
先
駆
者
と
し
て
も
活
躍
し

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
千
三
郎
は
地
方

で
、
覚
次
郎
は
中
央
で
、
日
本
の
近
代
化

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

国
際
化
の
進
展
な
ど
、
大
き
な
社
会
変

化
の
中
で
再
び
注
目
さ
れ
て
い
る
教
養
。

こ
の
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
松
ヶ

岡
を
現
代
版
「
教
養
館
」
に
位
置
づ
け
、

多
く
の
市
民
が
明
る
く
豊
か
な
人
生
を
送

る
た
め
の
歴
史
・
文
化
や
金
融
・
経
済
な

ど
の
「
学
び
の
拠
点
」
に
し
て
い
く
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
1
月

13
日
㈯
午
後
2
時
か
ら
、
日
本
文
学
研
究

者
の
ロ
バ
ー
ト

　キ
ャ
ン
ベ
ル
さ
ん
を
お

招
き
し
、
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
掛

川
教
養
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
。

　「
教
養
」
は
、
こ
れ
か
ら
の
「
ま
ち
づ

く
り
」
や
「
ひ
と
づ
く
り
」
に
生
か
し
、

新
た
な
時
代
を
生
き
抜
く
た
め
の
キ
ー

ワ
ー
ド
。
松
ヶ
岡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
盛
り

上
げ
、
掛
川
の
偉
人
が
遺
し
た
松
ヶ
岡
を

学
び
の
拠
点
（
シ
ン
ボ
ル
）
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

の
こ

お
い
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★点訳講習会　中央
　内容：目の不自由な方に文字情報を伝える「点訳」の技術を学びます。
　とき：1月30日、2月6日・13日・20日（火）※全4回
　　　  午前10時～正午

■吉岡彌生記念館　出張特別展「からだのしくみ」　大須賀
　期間：2月3日（土）～18日（日）

★折り紙教室「おひなさまをつくろう」　大東
　とき：2月7日（水）午前9時30分～11時30分
　※1月23日（火）から電話、来館で申し込み

★堤腰和余「ひとり語り」（文学作品の紹介と朗読）　中央
　とき：2月11日（日・祝）午後1時30分～3時

対　象：乳幼児と保護者
中　央：2月   2日・ 9日（金） 午前10時30分～11時
大　東：2月   2日・ 9日（金） 午前10時30分～11時
大須賀：2月 16日・ 23日（金） 午前10時30分～11時
※　　のおはなし会では子育てコンシェルジュが
　育児相談などを行っています。

小笠掛川急患診療所

・健診、講座の問い合わせ 健康づくり課 （☎23-8111）
・子育てコンシェルジュへの相談 こども政策課 （☎21-1211）

KAKEGAWA  C I T Y  L I B R A R Y

図書館へ行こう

ワクワク・ドキドキ♪　今月紹介する話題の本

★は各館へ申し込み、■は直接会場へし物・展示催 市内34か所へ！  移動図書館

本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作

おすすめ絵本の紹介「え（ほ）んむすび」

よみきかせ会 ひまわりのおはなし会
中　央：毎週水曜日　午後3時～

対　象： 幼児から小学校低学年
中　央： 2月10日・24日（土） 午後3時～3時30分
大　東：2月  3日・17日（土） 午前10時30分～11時10分
大須賀： 2月10日・24日（土） 午後3時～3時30分

対　象：家庭でよみきかせをしたい方
中　央：2月16日（金）午前10時30分～11時　

絵

島田裕巳/著
（双葉社）

お薦めの1冊を
紹介します

BooKリレー○31

北部
おおぞら号

南部
コスモス号

市立図書館

小学校、公民館、農協などを巡回しま
す。日程は図書館へ問い合わせるか、
図書館ホームページをご覧ください。

月～金曜日（平日夜間）●受付時間  19：00～21：30

土曜日　※急患診療所は休み・市内の開業医へ
　

静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

初詣は神社に行きましたか?それと
もお寺?お寺の境内に神社があると
ころもあり、神社とお寺の違いを説
明することは難しいですが、それぞ
れの歴史をひもときながら、宗教学
者が分かりやすく解説します。

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ2階（入口別）
（ところ：杉谷南1-1-30、☎61-1299・FAX61-1400）

受診前に
連絡を!

※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

お正月には各所にしめ飾りが飾られ
ます。日本全国にはさまざまな形の
しめ飾りがあり、それぞれの形に込
められた人々の思いや、付いている
飾りの意味など、しめ飾りの秘密が
分かる本です。

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は、入院や手術の必要な重症患者を中心に行っています。

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

2月の子育て・健康案内

各医療機関の診療案内は平成29年7月号折り込みの「保存版」または
市ホームページ「救急医療」で検索

なぜ日本人は
神社にも
お寺にも行くのか

森須磨子/文・絵
（福音館書店）

しめかざり

川端誠/作
（クレヨンハウス）

はつてんじん

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。

コンシェルジュだより
大人と子どもの気分をほぐす
「ちょこっと遊び」

　

徳育：徳育保健センター（御所原）
大東：大東保健センター（三俣）

▲掛川ほんわかブッククラブ
三宅早苗さん

冬の季節。今まで子どもと一緒に
外で遊んでいた方も、厳しい寒さや
早い日暮れなどで、外で遊ぶことが
難しくなってきました。そこで、今
回は子どもと大人が一緒に楽しめる
室内遊びを紹介します。
○山登り…座布団や布団などで作った山を登ったり降りたりす
る遊びです。
○紙をちぎって紙吹雪…新聞紙などを自由にちぎったら天井に
向かって投げます。床に落ちた紙は拾い集めてビニール袋に
詰め、風船にして遊びます。
○ポットン落とし…ペットボトルのキャップを4個以上*つなげ
ビニールテープでしっかりと巻きつけ、それをふたに穴を開け
たミルク缶などの空き容器に入れたり出したりして遊びます。

　*3個以下だと口の中に入れたときに、喉に詰まる可能性がある
　 ので危険です。
※子育てコンシェルジュだより1月号では、ほか
にもいろいろな室内遊びを紹介しています。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※）
　2月の休館日：毎週月曜日、23日（金）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで※）
　2月の休館日：毎週月曜日、11日（日・祝）
　2月20日（火）～23日（金）蔵書点検のため休館します
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで※）
　2月の休館日：毎週月曜日、11日（日・祝）、22日（木）
※祝日は午後5時まで

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

つつみこし かず よ

 

パパママセミナー（両親育児編）
13：15～13：30  22 木 出産を控えた夫婦（予約制）

徳育

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

徳育

大東

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 7 水 平成29年  7月   1日～15日出生児

 9 金 平成29年  6～7月出生児  

 14 水 平成29年  7月 16日～31日出生児 

 6 火 平成28年  7月   1日～15日出生児

 16 金 平成28年  7月16日～31日出生児

 7 水 平成27年11月   1日～15日出生児

 9 金 平成27年10～11月出生児 

 14 水 平成27年11月 16日～30日出生児  

 8 木 平成27年  1月   1日～15日出生児

13 火 平成27年  1月 16日～31日出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 2 金 平成29年 12月出生児

 21 水 生後4～8か月児の親（予約制）

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

宮本輝著『彗星物語』をお
薦めします。12人と犬1匹の大
家族城田家にハンガリーから
の留学生がやって来ます。異
文化との摩擦や家族の衝突な
ど問題が次々と起きて、さあ
大変!反発しながらも徐々に変
わっていく人々を通して、人と
して大切なものは何かを問う
心温まる物語です。

すい

天神様へ初詣に出かけた金坊は、父
ちゃんに凧を買ってとねだります。最
初はだめだと言われつつ買ってもらっ
た凧に、いつの間にか父ちゃんの方が
夢中になってしまい…。新年にぴった
りの落語絵本です。

たこ
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　内容：目の不自由な方に文字情報を伝える「点訳」の技術を学びます。
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本のよみきかせと楽しい手遊び 絵本のよみきかせと簡単な工作
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よみきかせ会 ひまわりのおはなし会
中　央：毎週水曜日　午後3時～
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静岡こども救急電話相談　 ＃8000
　急な発熱や病気、けがで夜間または休日に受診を迷った
とき、まずはお電話を。保健師や看護師が相談に応じます。

初詣は神社に行きましたか?それと
もお寺?お寺の境内に神社があると
ころもあり、神社とお寺の違いを説
明することは難しいですが、それぞ
れの歴史をひもときながら、宗教学
者が分かりやすく解説します。

■固定電話（プッシュ回線）・携帯電話 ⇒☎#8000
■固定電話（ダイヤル回線）・IP電話 ⇒☎054-247-9910
 平日 18：00～翌朝8：00／土曜 13：00～翌朝8：00
 日･祝 8：00～翌朝8：00

平日夜間・休日の救急診療はまず

希望の丘内・中部ふくしあ2階（入口別）
（ところ：杉谷南1-1-30、☎61-1299・FAX61-1400）

受診前に
連絡を!

※急病以外は、通常の診療時間内に開業医を受診してください。
※急患診療所では、交通事故と労災の診察をお受けできません。

診療科：内科、小児科

診療科：内科、小児科、外科、歯科（午前のみ）

診療案内　中央消防署（☎21-0119）、市役所日直（☎21-1111）

希望の丘

掛川駅

東名掛川IC

N

東名高速道路

お正月には各所にしめ飾りが飾られ
ます。日本全国にはさまざまな形の
しめ飾りがあり、それぞれの形に込
められた人々の思いや、付いている
飾りの意味など、しめ飾りの秘密が
分かる本です。

※中東遠総合医療センター（☎21-5555）の救急医療は、入院や手術の必要な重症患者を中心に行っています。

東名掛川IC

広場

県立掛川特別支援学校

掛川東
病院

小笠掛川急患診療所
（受付2階）

保育園

特別養護
老人ホーム

2月の子育て・健康案内

各医療機関の診療案内は平成29年7月号折り込みの「保存版」または
市ホームページ「救急医療」で検索

なぜ日本人は
神社にも
お寺にも行くのか

森須磨子/文・絵
（福音館書店）

しめかざり

川端誠/作
（クレヨンハウス）

はつてんじん

●各健診とも、上記日程で都合のよい日に受けてください。
●赤ちゃんの身体測定は、徳育保健センターの開館日午前9時～午後4時
に、いつでも身長や体重を測ることができます。
※転入された方へ　高校3年生以下の子どもがいる保護者で、まだ予防接種

の手続きが済んでいない場合は、母子健康手帳を持っ
て徳育保健センターへお越しください。

コンシェルジュだより
大人と子どもの気分をほぐす
「ちょこっと遊び」

　

徳育：徳育保健センター（御所原）
大東：大東保健センター（三俣）

▲掛川ほんわかブッククラブ
三宅早苗さん

冬の季節。今まで子どもと一緒に
外で遊んでいた方も、厳しい寒さや
早い日暮れなどで、外で遊ぶことが
難しくなってきました。そこで、今
回は子どもと大人が一緒に楽しめる
室内遊びを紹介します。
○山登り…座布団や布団などで作った山を登ったり降りたりす
る遊びです。
○紙をちぎって紙吹雪…新聞紙などを自由にちぎったら天井に
向かって投げます。床に落ちた紙は拾い集めてビニール袋に
詰め、風船にして遊びます。
○ポットン落とし…ペットボトルのキャップを4個以上*つなげ
ビニールテープでしっかりと巻きつけ、それをふたに穴を開け
たミルク缶などの空き容器に入れたり出したりして遊びます。

　*3個以下だと口の中に入れたときに、喉に詰まる可能性がある
　 ので危険です。
※子育てコンシェルジュだより1月号では、ほか
にもいろいろな室内遊びを紹介しています。

■中央図書館（☎24-5921）
　午前9時～午後5時（水・木曜日は午後7時まで※）
　2月の休館日：毎週月曜日、23日（金）
■大東図書館（☎72-1143）
　午前9時～午後5時（木曜日は午後7時まで※）
　2月の休館日：毎週月曜日、11日（日・祝）
　2月20日（火）～23日（金）蔵書点検のため休館します
■大須賀図書館（☎48-5269）
　午前9時～午後5時（金曜日は午後7時まで※）
　2月の休館日：毎週月曜日、11日（日・祝）、22日（木）
※祝日は午後5時まで

日曜日・祝日　●受付時間  9：00～11：30、13：00～16：30

つつみこし かず よ

 

パパママセミナー（両親育児編）
13：15～13：30  22 木 出産を控えた夫婦（予約制）

徳育

徳育

徳育

大東

徳育

徳育

徳育

大東

6か月児健康相談
9：15～9：45

2歳2か月児
健康診査

13：00～13：30

3歳児健康診査
13：00～13：30

離乳食教室
（もぐもぐごっくん教室）
9：15～9：30

 7 水 平成29年  7月   1日～15日出生児

 9 金 平成29年  6～7月出生児  

 14 水 平成29年  7月 16日～31日出生児 

 6 火 平成28年  7月   1日～15日出生児

 16 金 平成28年  7月16日～31日出生児

 7 水 平成27年11月   1日～15日出生児

 9 金 平成27年10～11月出生児 

 14 水 平成27年11月 16日～30日出生児  

 8 木 平成27年  1月   1日～15日出生児

13 火 平成27年  1月 16日～31日出生児

 事業名称・受付時間 日 曜 対　　　　象 会場

徳育

徳育

健診・相談・予防接種
説明会

9：15～9：30
徳育 2 金 平成29年 12月出生児

 21 水 生後4～8か月児の親（予約制）

1歳6か月児健康診査
13：00～13：30

宮本輝著『彗星物語』をお
薦めします。12人と犬1匹の大
家族城田家にハンガリーから
の留学生がやって来ます。異
文化との摩擦や家族の衝突な
ど問題が次々と起きて、さあ
大変!反発しながらも徐々に変
わっていく人々を通して、人と
して大切なものは何かを問う
心温まる物語です。

すい

天神様へ初詣に出かけた金坊は、父
ちゃんに凧を買ってとねだります。最
初はだめだと言われつつ買ってもらっ
た凧に、いつの間にか父ちゃんの方が
夢中になってしまい…。新年にぴった
りの落語絵本です。

たこ
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「松ヶ岡物語（全6回）」
最終回
　社会教育課（☎21-1158）

大東北公民館まつり
　大東北公民館
（☎74-2200）

はじめてのパソコン講座
　　IT政策課（☎21-1341）

がんサロン「なごみ」
　磐田市立総合病院
がん相談支援センター
（☎0538-38-5286）

公民館まつり
　千浜農村環境改善センター
（☎72-5028）

睡眠から健康を考える
市民講演会
　中東遠総合医療センター
（☎21-5555）

竹の丸ビューティー講座
　　竹の丸
（☎22-2112）

幼児・小学生将棋体験講座
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）

事業名 とき・ところ 対象・参加料
どなたでも
70人
100円（資料代）

どなたでも
入場無料

パソコン未経
験者8人
受講無料

どなたでも
15人
1,000円

がん患者や
家族
参加無料

どなたでも
入場無料

幼・保育園児と
小学生
各回30人
受講無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
20人
大人500円
小中学生300円

地域のみなさんの作品展示や、日替わりで手芸、工
作などの体験、芸能発表、手打ちそば、戦国汁サー
ビスなど。北運動場（下土方）に臨時駐車場あり
　直接会場へ
電源の入れ方や切り方、マウス・キーボードの操作
を学びます（初心者、高齢者歓迎）。パソコンは市役
所で用意します。
　1/16（火）までに電話で申込（申込多数のときは
抽選）
保湿と美肌づくり講座や、お茶を飲みながら肌の悩
みにお答えします（ケーキセット付き）。
　1/6（土）から電話で申込（申込順）

がん患者や家族が自由に集い、語り合う場です。医
療者によるミニレクチャーもあります。
　直接会場へ

講座や同好会などの作品展示のほか、起震車、工作
体験、餅投げ、甘酒や豚汁のサービスなど。館構内
と臨時の駐車場あり
　直接会場へ

①「成人の睡眠時無呼吸症候群」講師：若井正一医師
②「小児の睡眠時無呼吸症候群」講師：中山明峰医師
　直接会場へ

トルコ出身の先生から、家庭料理トルコパンの包み
焼きなどを教わり、楽しく国際交流しましょう。
持ち物　エプロン、ふきん2枚、持ち帰り用容器
　1/9（火）から電話（平日9：00～16：00）、FAXま
たはメールで申込（申込順）

これから本将棋を覚えたい方やそのほかのゲーム
で将棋に親しみたい方にお薦めの講座です。
持ち物　飲み物、筆記用具
　①1/24（水）②2/21（水）③3/21（水・祝）までに
氏名、性別、幼・保育園・小学校名、学年、保護者名、
住所、電話番号、参加クラスA・B・Cを記入し、FAX
またはハガキ（〒437-1304西大渕145）で申込（申
込順・月曜休館）

1/13（土）10：00～12：00
松ヶ岡（十王町）

1/19（金）9：30～11：30
市役所4階会議室2

1/20（土）13：00～15：00
竹の丸（掛川）

1/26、 3/23（金）
13：30～15：30
磐田市立総合病院（磐田市）

1/ 27（土）12：00～15：00
 28（日）  9：00～15：00
千浜農村環境改善センター（千浜）

①1/27（土）②2/24（土）
③3/24（土）9：30～11：30
大須賀中央公民館（西大渕）

2/3（土）14：00～
中東遠総合医療センター
（菖蒲ヶ池）

2/3（土）10：00～14：00
生涯学習センター（御所原）

1/ 13（土）10：00～15：30
 14（日）10：00～14：45
大東北公民館（下土方）
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内容・申込方法など 内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

1/26（金）9：00～
たまり～な（満水）

1/27（土）13：30～15：00
中央図書館（掛川）

1/31（水）13：30～16：30
（受付13：00～）
掛川商工会議所（掛川）

A・B・C級をお持ちの方、参加してみませんか。
　参加料を添えて直接会場へ

人形劇、大型絵本、スクリーンでのよみきか
せなどお話しいっぱい。
　直接会場へ

耐震化対策や最新の耐震補強技術を紹介します。
　1/24（水）までに電話またはFAXで申込（申込順）

市内在住
60歳以上
1,500円
幼児～小学校
低学年と保護者
参加無料

一般
50人
参加無料

新春将棋大会
　松浦（☎23-2684）

よみきかせ会ひまわり
「冬のおたのしみ会」
　鈴木（☎23-4457）

木造住宅の耐震化推進セミナー
　　県建築士会（西部ブロック）
（☎053-451-5166・FAX053-454-9030）

2/5・19、3/5・19（月）
9：30～11：00
生涯学習センター（御所原）

おいしいそばの打ち方を習ってみませんか。
　1/20（土）までに電話で申込（申込順）

40歳以上で全
回参加できる方
12人
800円/回

そば打ち体験（全4回）
　小山（☎090-9943-9150）

2/5（月）13：30～16：00
大東市民交流センター
（三俣）

2/10（土）9：30～16：30
中央図書館（掛川）

2/13（火）・14（水）
9：30～16：00
（昼休み1時間あり）
あいり～な（掛川）

2/17（土）9：00～12：00
NECプラットフォームズ
（下俣）

2/17（土）9：30～11：30
大須賀中央公民館（西大渕）

2/20（火）13：30～15：00
（受付13：00～）
徳育保健センター（御所原）

2/24（土）13：30～15：00
東京女子医科大学看護学部
大東キャンパス（下土方）

2/25（日） ①10：00～12：00
 ②14：00～16：00
大須賀中央公民館（西大渕）

2/26（月）・27（火）、3/1（木）
9：30～15：30
静岡県看護協会会館
（静岡市駿河区）

農業に関心が
ある女性
30人
500円
市内在住・在勤
（在学）の方4人
相談無料
60歳以上で介
護福祉士・介護
職員従事者研
修などを修了
していない方
20人
参加無料

小中学生と
保護者20組
参加無料

一般
受講無料

一般、健康づくり
食生活推進員
100人
受講無料

一般
100人
300円

どなたでも
各50人
入場無料
介護施設などへ
就職を考えている
看護職免許保有者
20人程度
参加無料

山﨑美代子さんを講師に招き、自分の時間、人生を
楽しむためのアンガ－マネジメントを学びます。
　1/26（金）までに電話またはFAXで申込（申込順）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）

自立生活支援事業に従事する生活支援員を養成す
るための研修です。
家事援助や利用者とのコミュニケーションに必要な
知識や技術を習得します。
　2/9（金）までに電話で申込（申込順）

工場施設の見学や親子で工作、環境学習・クイズな
どを行います。
　2/9（金）までに電話またはメールで申込（申込順）

将来に備えて家族の生活設計を考えてみませんか。
持ち物　飲み物、筆記用具
　2/10（土）までに電話、FAXまたは来館で申込
（月曜休館）
講師は名古屋短期大学教授の小川雄二さん。東海
エリアで「食育の第一人者」の先生から食育の大切
さについて学びます。
　電話、FAXまたはメール（講演名、住所、氏名、電
話番号を記入）で申込（申込順）
東京女子医科大学附属遺伝子医療センター所長の齋
藤加代子さんが遺伝子医療についてお話しします。
　電話、または講座名、住所、氏名、電話番号を記入
しFAXで申込（申込順・月曜、第4火曜休館）

「この世界の片隅に」を上映します。
　直接会場へ（先着順）

介護施設や高齢者の特徴、看護の役割、基本的なケ
ア、吸引の技術などを学びます。
　電話またはメールで申込（申込順）

第18回かけがわ女性
農業者のつどい
　　農林課
（☎21-1147・FAX21-1212）
ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

生活支援員養成研修
　　健康長寿課
（☎21-1142）

～親子で楽しく学ぼう!～
「環境学習会 in NECプラット
フォームズ」
　　環境政策課（☎21-1218）
kankyo@city.kakegawa.shizuoka.jp
わが家のライフプランを
考える講座
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）
食育講演会「五感いきいき！
心と体を育てる食育」
　　健康づくり課
（☎23-8111・FAX23-9555）
tokuiku@city.kakegawa.shizuoka.jp
健康セミナー
「ゲノム医療ってなあに？」
　　吉岡彌生記念館
（☎74-5566・FAX74-4841）

看護職員介護施設等
再就業研修
　　静岡県ナースセンター
（☎054-202-1761）
kyouiku-sinjin@tokai.or.jp

気まぐれ映画館
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

講師は静岡産業大学の中山正清さん。掛川藩校教
授の松崎慊堂の活躍をお話しします。
　直接会場へ（先着順）

こう どう

ふくしあ健康相談（2月）
●東部ふくしあ（☎61-2900）
　2/21（水） 9：30～11：30
　たまり～な
　2/  7（水） 10：00～12：00
●中部ふくしあ（☎28-9713）
　2/14（水） 9：30～11：30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　2/  6（火） 9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　2/  7（水） 9：30～11：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　2/  1（木） 9：30～11：30

60歳を迎えたみなさんが「社会参加」
「地域参加」に取り組むきっかけづくりと
交流の場です。ぜひご参加ください。
とき　2月25日（日）午後1時30分～4時
30分（午後1時～受付）

ところ　掛川グランドホテル（亀の甲）
対象　市内に住所を有する昭和32年4月2日～33年4月1日生まれの方
（対象者へ案内状を送付します）

▲昨年の耳順式の様子

社会参加と交流のきっかけづくり

60歳の集い「耳順式」
問社会教育課（☎21-1157）

じ じゅん しき

ワールドクッキング
　　NPO法人掛川国際交流
センター（☎・FAX24-5595）
kic@kakegawa-life.com
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「松ヶ岡物語（全6回）」
最終回
　社会教育課（☎21-1158）

大東北公民館まつり
　大東北公民館
（☎74-2200）

はじめてのパソコン講座
　　IT政策課（☎21-1341）

がんサロン「なごみ」
　磐田市立総合病院
がん相談支援センター
（☎0538-38-5286）

公民館まつり
　千浜農村環境改善センター
（☎72-5028）

睡眠から健康を考える
市民講演会
　中東遠総合医療センター
（☎21-5555）

竹の丸ビューティー講座
　　竹の丸
（☎22-2112）

幼児・小学生将棋体験講座
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）

事業名 とき・ところ 対象・参加料
どなたでも
70人
100円（資料代）

どなたでも
入場無料

パソコン未経
験者8人
受講無料

どなたでも
15人
1,000円

がん患者や
家族
参加無料

どなたでも
入場無料

幼・保育園児と
小学生
各回30人
受講無料

どなたでも
入場無料

どなたでも
20人
大人500円
小中学生300円

地域のみなさんの作品展示や、日替わりで手芸、工
作などの体験、芸能発表、手打ちそば、戦国汁サー
ビスなど。北運動場（下土方）に臨時駐車場あり
　直接会場へ
電源の入れ方や切り方、マウス・キーボードの操作
を学びます（初心者、高齢者歓迎）。パソコンは市役
所で用意します。
　1/16（火）までに電話で申込（申込多数のときは
抽選）
保湿と美肌づくり講座や、お茶を飲みながら肌の悩
みにお答えします（ケーキセット付き）。
　1/6（土）から電話で申込（申込順）

がん患者や家族が自由に集い、語り合う場です。医
療者によるミニレクチャーもあります。
　直接会場へ

講座や同好会などの作品展示のほか、起震車、工作
体験、餅投げ、甘酒や豚汁のサービスなど。館構内
と臨時の駐車場あり
　直接会場へ

①「成人の睡眠時無呼吸症候群」講師：若井正一医師
②「小児の睡眠時無呼吸症候群」講師：中山明峰医師
　直接会場へ

トルコ出身の先生から、家庭料理トルコパンの包み
焼きなどを教わり、楽しく国際交流しましょう。
持ち物　エプロン、ふきん2枚、持ち帰り用容器
　1/9（火）から電話（平日9：00～16：00）、FAXま
たはメールで申込（申込順）

これから本将棋を覚えたい方やそのほかのゲーム
で将棋に親しみたい方にお薦めの講座です。
持ち物　飲み物、筆記用具
　①1/24（水）②2/21（水）③3/21（水・祝）までに
氏名、性別、幼・保育園・小学校名、学年、保護者名、
住所、電話番号、参加クラスA・B・Cを記入し、FAX
またはハガキ（〒437-1304西大渕145）で申込（申
込順・月曜休館）

1/13（土）10：00～12：00
松ヶ岡（十王町）

1/19（金）9：30～11：30
市役所4階会議室2

1/20（土）13：00～15：00
竹の丸（掛川）

1/26、 3/23（金）
13：30～15：30
磐田市立総合病院（磐田市）

1/ 27（土）12：00～15：00
 28（日）  9：00～15：00
千浜農村環境改善センター（千浜）

①1/27（土）②2/24（土）
③3/24（土）9：30～11：30
大須賀中央公民館（西大渕）

2/3（土）14：00～
中東遠総合医療センター
（菖蒲ヶ池）

2/3（土）10：00～14：00
生涯学習センター（御所原）

1/ 13（土）10：00～15：30
 14（日）10：00～14：45
大東北公民館（下土方）
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内容・申込方法など 内容・申込方法など事業名 とき・ところ 対象・参加料

内容・申込方法など伝言板 とき・ところ 対象・参加料

1/26（金）9：00～
たまり～な（満水）

1/27（土）13：30～15：00
中央図書館（掛川）

1/31（水）13：30～16：30
（受付13：00～）
掛川商工会議所（掛川）

A・B・C級をお持ちの方、参加してみませんか。
　参加料を添えて直接会場へ

人形劇、大型絵本、スクリーンでのよみきか
せなどお話しいっぱい。
　直接会場へ

耐震化対策や最新の耐震補強技術を紹介します。
　1/24（水）までに電話またはFAXで申込（申込順）

市内在住
60歳以上
1,500円
幼児～小学校
低学年と保護者
参加無料

一般
50人
参加無料

新春将棋大会
　松浦（☎23-2684）

よみきかせ会ひまわり
「冬のおたのしみ会」
　鈴木（☎23-4457）

木造住宅の耐震化推進セミナー
　　県建築士会（西部ブロック）
（☎053-451-5166・FAX053-454-9030）

2/5・19、3/5・19（月）
9：30～11：00
生涯学習センター（御所原）

おいしいそばの打ち方を習ってみませんか。
　1/20（土）までに電話で申込（申込順）

40歳以上で全
回参加できる方
12人
800円/回

そば打ち体験（全4回）
　小山（☎090-9943-9150）

2/5（月）13：30～16：00
大東市民交流センター
（三俣）

2/10（土）9：30～16：30
中央図書館（掛川）

2/13（火）・14（水）
9：30～16：00
（昼休み1時間あり）
あいり～な（掛川）

2/17（土）9：00～12：00
NECプラットフォームズ
（下俣）

2/17（土）9：30～11：30
大須賀中央公民館（西大渕）

2/20（火）13：30～15：00
（受付13：00～）
徳育保健センター（御所原）

2/24（土）13：30～15：00
東京女子医科大学看護学部
大東キャンパス（下土方）

2/25（日） ①10：00～12：00
 ②14：00～16：00
大須賀中央公民館（西大渕）

2/26（月）・27（火）、3/1（木）
9：30～15：30
静岡県看護協会会館
（静岡市駿河区）

農業に関心が
ある女性
30人
500円
市内在住・在勤
（在学）の方4人
相談無料
60歳以上で介
護福祉士・介護
職員従事者研
修などを修了
していない方
20人
参加無料

小中学生と
保護者20組
参加無料

一般
受講無料

一般、健康づくり
食生活推進員
100人
受講無料

一般
100人
300円

どなたでも
各50人
入場無料
介護施設などへ
就職を考えている
看護職免許保有者
20人程度
参加無料

山﨑美代子さんを講師に招き、自分の時間、人生を
楽しむためのアンガ－マネジメントを学びます。
　1/26（金）までに電話またはFAXで申込（申込順）

起業を考えている方、経営でお悩みの方の相談に
応じます。
　電話で申込（申込順）

自立生活支援事業に従事する生活支援員を養成す
るための研修です。
家事援助や利用者とのコミュニケーションに必要な
知識や技術を習得します。
　2/9（金）までに電話で申込（申込順）

工場施設の見学や親子で工作、環境学習・クイズな
どを行います。
　2/9（金）までに電話またはメールで申込（申込順）

将来に備えて家族の生活設計を考えてみませんか。
持ち物　飲み物、筆記用具
　2/10（土）までに電話、FAXまたは来館で申込
（月曜休館）
講師は名古屋短期大学教授の小川雄二さん。東海
エリアで「食育の第一人者」の先生から食育の大切
さについて学びます。
　電話、FAXまたはメール（講演名、住所、氏名、電
話番号を記入）で申込（申込順）
東京女子医科大学附属遺伝子医療センター所長の齋
藤加代子さんが遺伝子医療についてお話しします。
　電話、または講座名、住所、氏名、電話番号を記入
しFAXで申込（申込順・月曜、第4火曜休館）

「この世界の片隅に」を上映します。
　直接会場へ（先着順）

介護施設や高齢者の特徴、看護の役割、基本的なケ
ア、吸引の技術などを学びます。
　電話またはメールで申込（申込順）

第18回かけがわ女性
農業者のつどい
　　農林課
（☎21-1147・FAX21-1212）
ビジネスチャンス相談
　　産業労働政策課
（☎21-1125）

生活支援員養成研修
　　健康長寿課
（☎21-1142）

～親子で楽しく学ぼう!～
「環境学習会 in NECプラット
フォームズ」
　　環境政策課（☎21-1218）
kankyo@city.kakegawa.shizuoka.jp
わが家のライフプランを
考える講座
　　大須賀中央公民館
（☎48-1012・FAX48-2024）
食育講演会「五感いきいき！
心と体を育てる食育」
　　健康づくり課
（☎23-8111・FAX23-9555）
tokuiku@city.kakegawa.shizuoka.jp
健康セミナー
「ゲノム医療ってなあに？」
　　吉岡彌生記念館
（☎74-5566・FAX74-4841）

看護職員介護施設等
再就業研修
　　静岡県ナースセンター
（☎054-202-1761）
kyouiku-sinjin@tokai.or.jp

気まぐれ映画館
　大須賀中央公民館
（☎48-1012）

講師は静岡産業大学の中山正清さん。掛川藩校教
授の松崎慊堂の活躍をお話しします。
　直接会場へ（先着順）

こう どう

ふくしあ健康相談（2月）
●東部ふくしあ（☎61-2900）
　2/21（水） 9：30～11：30
　たまり～な
　2/  7（水） 10：00～12：00
●中部ふくしあ（☎28-9713）
　2/14（水） 9：30～11：30
●西部ふくしあ（☎29-5977）
　2/  6（火） 9：30～11：30
●大東ふくしあ（☎72-1116）
　2/  7（水） 9：30～11：30
●大須賀ふくしあ（☎48-1007）
　2/  1（木） 9：30～11：30

60歳を迎えたみなさんが「社会参加」
「地域参加」に取り組むきっかけづくりと
交流の場です。ぜひご参加ください。
とき　2月25日（日）午後1時30分～4時
30分（午後1時～受付）

ところ　掛川グランドホテル（亀の甲）
対象　市内に住所を有する昭和32年4月2日～33年4月1日生まれの方
（対象者へ案内状を送付します）

▲昨年の耳順式の様子

社会参加と交流のきっかけづくり

60歳の集い「耳順式」
問社会教育課（☎21-1157）

じ じゅん しき

ワールドクッキング
　　NPO法人掛川国際交流
センター（☎・FAX24-5595）
kic@kakegawa-life.com
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　市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。
～納税は口座振替が便利です～

掛川市を広くPRし、郷土への誇りや愛着心を育むた
めにご当地ナンバープレートを交付しています。アル
ファベットは「K」で、次の数字から始まります。

注意事項　新規登録の方は、従来型デザインとの選択
制です。従来型からご当地ナンバープレートへ、1
台1回に限り交換ができます。新規登録、交換と
も、番号の指定はできません。

持ち物 交換…認印、ナンバープレート
 新規…認印、販売証明書または譲渡証明書

国民健康保険税第7期の
納期限は2月5日（月）です

　 納税課（☎21-1206）

期間の定められた労働契約を結ぶ
労働者が、契約開始から更新を重ねて
通算5年を超えたとき、本人の申し込
みにより期間の定めのない労働契約
に転換できるようになります。
この「無期転換ルール」の対象者

は、平成25年4月1日以降に開始した
有期労働契約を結んだ方で、契約社
員やパートタイマー、アルバイト、派
遣社員などの名称は問いません。
有期労働契約で働くみなさんは、平

成30年4月以降に無期転換申込権の
発生が見込まれます。

始まります「無期転換ルール」
　 静岡労働局雇用環境・均等室

（☎054-252-5310）

民事調停とは、裁判のように勝ち負
けを決めるのではなく、話し合いで問
題の解決を図る裁判所の手続きで
す。5つの特徴があります。
①手続きが簡単
　申立書の作成は簡単で、手続き案
内もしています。
②費用が安い
　例えば、10万円の代金を請求する
場合にかかる費用は、手数料500円
と必要な郵便料金です。
③解決が早い
　多くの事件が申し立てから3か月以
内に終了しています。
④裁判官と調停委員が間に入った話
し合い

　手続きは非公開で、法律的な問題
や専門的な問題も当事者の方と一
緒に解決を目指します。
⑤判決と同じ効果
　調停が成立した内容については、強
制執行ができる場合もあります。

困ったら民事調停を利用
　静岡簡易裁判所受付係
（☎054-251-1362）

東名IC周辺地区計画および中央二
丁目地区計画の変更です。計画書に
記載してある文字の修正のみで、内容
の変更はありません。
とき　1月15日（月）～29日（月）で
　平日の午前8時30分～午後5時15分
ところ　市役所2階都市政策課
意見書の提出　1月29日（月）午後
　 5時 1 5分（必着）までに郵送
（〒436-8650長谷1-1-1）または

　都市政策課へ直接提出

東遠広域都市計画（案）の縦覧
　都市政策課（☎21-1151）

大井川農業用水幹線水路の補修工
事に伴い、掛川幹線と菊川右岸幹線
で断水します。ご理解とご協力をお願
いします。
〇掛川幹線
　1月16日（火）～2月22日（木）
　※期間中完全断水
〇菊川右岸幹線
　1月16日（火）～2月22日（木）の毎週 
火～木曜日

　※断水中は、ため池から補給水の
送水あり

大井川農業用水断水のお知らせ
　大井川右岸土地改良区（☎35-2413）
　農林課（☎21-1146）

無期転換サイト 検索

潜在保育士
やこれから保
育士を目指す
方を対象に、
保育士・保育
所 支 援 セ ン
ター相談員が
相談会を開催
します。保育職
場の求人情報の提供や保育士資格取
得のためのアドバイスなどを行うほ
か、保育士による話や手遊びなどの時
間を設けます。
参加無料。希望者は直接会場へお

越しください。
とき　1月26日（金）午後1時30分～
3時30分

ところ　ハローワーク掛川（金城）

平成29年度
保育出張相談会

　（福）静岡県社会福祉協議会
（☎054-271-2110）

さんりーなで行われる大会のサ
ポートボランティアを募集します。
期間　2月17日（土）・18日（日）の都合
のよい日
内容　会場・駐車場整理など
応募方法　1月12日（金）までに電話
で連絡後、申込書を提出して応募

第9回都道府県対抗トランポリン競技
選手権大会　市民サポーター募集
　　 スポーツ振興課（☎21-1159）

これからの掛川市の土地利用方針
について、国土利用計画の素案をまと
めました。みなさんのご意見をお寄せ
ください。
募集期間　1月26日（金）まで
提出方法　メール、FAX、郵送（〒436-
　8650長谷1-1-1）、または市役所5
階企画政策課へ直接提出
閲覧方法　市ホームページ内「意見
公募手続」、または企画政策課、情
報公開コーナー、大東支所、大須賀
支所、各図書館で閲覧
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平成29年12月14日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 275 7,306,740
 法人 407 204,676,667
 団体 267 12,744,774
 合計 949 224,728,181

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

掛川市国土利用計画（案）への
意見を募集

　　 企画政策課（☎21-1127・FAX21-1167）
kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

放送大学はテレビ放送やインター
ネットなどを通じて学ぶ通信制の大学
で、心理学や福祉、経済、歴史、文学、
自然科学など幅広い分野を学べます。
応募方法　電話などで資料請求のう
え、3月20日（火）までに応募

放送大学4月生募集
　　放送大学浜松サテライトスペース

（☎053-453-3303）

募集職種　薬剤師、臨床工学技士、助
産師・看護師、社会福祉士、事務職
員（経験者）、事務職員（障がい者）
申込期間　1月17日（水）まで
試験日　1月27日（土）
※事務職員は2次試験を実施します。
受験資格・申込方法など、詳しくは

中東遠総合医療センターホームペー
ジ、または病院広報「きんもくせい」1
月号をご覧ください。

掛川市・袋井市病院企業団立
中東遠総合医療センター職員募集
　　 中東遠総合医療センター

（☎21-5555）

赤ちゃんが好きな方、子育てが一段
落しボランティアに関心のある方、孫育
ての参考にしたい方などを募集しま
す。参加希望者には研修会があります。
内容　離乳食教室に参加する方のお
子さん（4～8か月の乳児）の託児
対象　子育て経験がある35～70歳の
女性で、月2回～年に数回活動でき
る方（参加回数は応相談）

とき　午前9時30分～11時30分まで
ところ　徳育保健センター（御所原）

赤ちゃん託児ボランティア
「ゆりかごの会」募集
　健康づくり課（☎23-8111）

消防本部予防課（☎21-6104）
寒くなると、焼き芋など屋外で火を使

う機会が増えますが、ちょっとした不注
意で着衣に火がつき、やけどを負ってし
まうことがあります。これを「着衣着
火」と言い、場合によって命を落とすこ
ともあります。
市内では過去10年間、この着衣着火

で4人の尊い命が失われています。火の
取り扱いには十分注意をして下さい。

静岡県特定（産業別）最低賃金件名

静岡県の最低賃金　特定（産業別）最低賃金の改正のお知らせ
　静岡労働局賃金室（☎054-254-6315）

下記の静岡県特定最低賃金の効力発生日は平成29年12月29日（金）です。
※パルプ・紙・加工紙製造業は除きます。

タイヤ・チューブ、ゴムベルト・ゴムホース・工業用ゴム製品製造業 862

鉄鋼、非鉄金属製造業 898

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具、輸送用機械器具製造業 911

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 882

各種商品小売業（百貨店など、衣・食・住にわたる商品を販売する事業所） 850

最低賃金
時間額（円）

服に火がつき命を落とすことも!

交換できる
よ

 排気量 ナンバー 本庁 大東 大須賀
 50cc以下 白色 3000～ 4328～ 4620～
 90cc以下 黄色 1000～ 1181～ 1222～
 125cc以下 桃色 1000～ 1418～ 1463～

原動機付自転車
ご当地ナンバー交付中
「茶きんちゃんと茶畑」デザインで掛川をPR

問市税課（☎21-1138）

※番号は交付開始時のものです。

たき火行為は危険です
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。

　市役所、支所、市指定金融機関など
のほか、コンビニエンスストアで納付
できます。また、口座振替の方は口座
残高をご確認ください。
～納税は口座振替が便利です～

掛川市を広くPRし、郷土への誇りや愛着心を育むた
めにご当地ナンバープレートを交付しています。アル
ファベットは「K」で、次の数字から始まります。

注意事項　新規登録の方は、従来型デザインとの選択
制です。従来型からご当地ナンバープレートへ、1
台1回に限り交換ができます。新規登録、交換と
も、番号の指定はできません。

持ち物 交換…認印、ナンバープレート
 新規…認印、販売証明書または譲渡証明書

国民健康保険税第7期の
納期限は2月5日（月）です

　 納税課（☎21-1206）

期間の定められた労働契約を結ぶ
労働者が、契約開始から更新を重ねて
通算5年を超えたとき、本人の申し込
みにより期間の定めのない労働契約
に転換できるようになります。
この「無期転換ルール」の対象者

は、平成25年4月1日以降に開始した
有期労働契約を結んだ方で、契約社
員やパートタイマー、アルバイト、派
遣社員などの名称は問いません。
有期労働契約で働くみなさんは、平

成30年4月以降に無期転換申込権の
発生が見込まれます。

始まります「無期転換ルール」
　 静岡労働局雇用環境・均等室

（☎054-252-5310）

民事調停とは、裁判のように勝ち負
けを決めるのではなく、話し合いで問
題の解決を図る裁判所の手続きで
す。5つの特徴があります。
①手続きが簡単
　申立書の作成は簡単で、手続き案
内もしています。
②費用が安い
　例えば、10万円の代金を請求する
場合にかかる費用は、手数料500円
と必要な郵便料金です。
③解決が早い
　多くの事件が申し立てから3か月以
内に終了しています。
④裁判官と調停委員が間に入った話
し合い

　手続きは非公開で、法律的な問題
や専門的な問題も当事者の方と一
緒に解決を目指します。
⑤判決と同じ効果
　調停が成立した内容については、強
制執行ができる場合もあります。

困ったら民事調停を利用
　静岡簡易裁判所受付係
（☎054-251-1362）

東名IC周辺地区計画および中央二
丁目地区計画の変更です。計画書に
記載してある文字の修正のみで、内容
の変更はありません。
とき　1月15日（月）～29日（月）で
　平日の午前8時30分～午後5時15分
ところ　市役所2階都市政策課
意見書の提出　1月29日（月）午後
　 5時 1 5分（必着）までに郵送
（〒436-8650長谷1-1-1）または

　都市政策課へ直接提出

東遠広域都市計画（案）の縦覧
　都市政策課（☎21-1151）

大井川農業用水幹線水路の補修工
事に伴い、掛川幹線と菊川右岸幹線
で断水します。ご理解とご協力をお願
いします。
〇掛川幹線
　1月16日（火）～2月22日（木）
　※期間中完全断水
〇菊川右岸幹線
　1月16日（火）～2月22日（木）の毎週 
火～木曜日

　※断水中は、ため池から補給水の
送水あり

大井川農業用水断水のお知らせ
　大井川右岸土地改良区（☎35-2413）
　農林課（☎21-1146）

無期転換サイト 検索

潜在保育士
やこれから保
育士を目指す
方を対象に、
保育士・保育
所 支 援 セ ン
ター相談員が
相談会を開催
します。保育職
場の求人情報の提供や保育士資格取
得のためのアドバイスなどを行うほ
か、保育士による話や手遊びなどの時
間を設けます。
参加無料。希望者は直接会場へお

越しください。
とき　1月26日（金）午後1時30分～
3時30分

ところ　ハローワーク掛川（金城）

平成29年度
保育出張相談会

　（福）静岡県社会福祉協議会
（☎054-271-2110）

さんりーなで行われる大会のサ
ポートボランティアを募集します。
期間　2月17日（土）・18日（日）の都合
のよい日
内容　会場・駐車場整理など
応募方法　1月12日（金）までに電話
で連絡後、申込書を提出して応募

第9回都道府県対抗トランポリン競技
選手権大会　市民サポーター募集
　　 スポーツ振興課（☎21-1159）

これからの掛川市の土地利用方針
について、国土利用計画の素案をまと
めました。みなさんのご意見をお寄せ
ください。
募集期間　1月26日（金）まで
提出方法　メール、FAX、郵送（〒436-
　8650長谷1-1-1）、または市役所5
階企画政策課へ直接提出
閲覧方法　市ホームページ内「意見
公募手続」、または企画政策課、情
報公開コーナー、大東支所、大須賀
支所、各図書館で閲覧

今
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ラ
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問
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員
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平成29年12月14日現在の申出額
 区分 件数 金額（円）
 個人 275 7,306,740
 法人 407 204,676,667
 団体 267 12,744,774
 合計 949 224,728,181

地震・津波対策寄附金
多くのご支援

ありがとうございます
危機管理課（☎21-1131）

みなさんからいただいた寄附
金の最新情報などは、二次元
コードもしくは市ホームページ
下部の「注目ページ」からご覧
いただけます。

掛川市国土利用計画（案）への
意見を募集

　　 企画政策課（☎21-1127・FAX21-1167）
kikaku@city.kakegawa.shizuoka.jp

放送大学はテレビ放送やインター
ネットなどを通じて学ぶ通信制の大学
で、心理学や福祉、経済、歴史、文学、
自然科学など幅広い分野を学べます。
応募方法　電話などで資料請求のう
え、3月20日（火）までに応募

放送大学4月生募集
　　放送大学浜松サテライトスペース

（☎053-453-3303）

募集職種　薬剤師、臨床工学技士、助
産師・看護師、社会福祉士、事務職
員（経験者）、事務職員（障がい者）
申込期間　1月17日（水）まで
試験日　1月27日（土）
※事務職員は2次試験を実施します。
受験資格・申込方法など、詳しくは

中東遠総合医療センターホームペー
ジ、または病院広報「きんもくせい」1
月号をご覧ください。

掛川市・袋井市病院企業団立
中東遠総合医療センター職員募集
　　 中東遠総合医療センター

（☎21-5555）

赤ちゃんが好きな方、子育てが一段
落しボランティアに関心のある方、孫育
ての参考にしたい方などを募集しま
す。参加希望者には研修会があります。
内容　離乳食教室に参加する方のお
子さん（4～8か月の乳児）の託児
対象　子育て経験がある35～70歳の
女性で、月2回～年に数回活動でき
る方（参加回数は応相談）

とき　午前9時30分～11時30分まで
ところ　徳育保健センター（御所原）

赤ちゃん託児ボランティア
「ゆりかごの会」募集
　健康づくり課（☎23-8111）

消防本部予防課（☎21-6104）
寒くなると、焼き芋など屋外で火を使

う機会が増えますが、ちょっとした不注
意で着衣に火がつき、やけどを負ってし
まうことがあります。これを「着衣着
火」と言い、場合によって命を落とすこ
ともあります。
市内では過去10年間、この着衣着火

で4人の尊い命が失われています。火の
取り扱いには十分注意をして下さい。

静岡県特定（産業別）最低賃金件名

静岡県の最低賃金　特定（産業別）最低賃金の改正のお知らせ
　静岡労働局賃金室（☎054-254-6315）

下記の静岡県特定最低賃金の効力発生日は平成29年12月29日（金）です。
※パルプ・紙・加工紙製造業は除きます。

タイヤ・チューブ、ゴムベルト・ゴムホース・工業用ゴム製品製造業 862

鉄鋼、非鉄金属製造業 898

はん用機械器具、生産用機械器具、業務用機械器具、輸送用機械器具製造業 911

電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業 882

各種商品小売業（百貨店など、衣・食・住にわたる商品を販売する事業所） 850

最低賃金
時間額（円）

服に火がつき命を落とすことも!

交換できる
よ

 排気量 ナンバー 本庁 大東 大須賀
 50cc以下 白色 3000～ 4328～ 4620～
 90cc以下 黄色 1000～ 1181～ 1222～
 125cc以下 桃色 1000～ 1418～ 1463～

原動機付自転車
ご当地ナンバー交付中
「茶きんちゃんと茶畑」デザインで掛川をPR

問市税課（☎21-1138）

※番号は交付開始時のものです。

たき火行為は危険です
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検診名 検査内容 自己負担金 実施時期（予定）対象（平成30年4月1日現在）

●平成29年度に市の検診を受けなかった方で、以下の検診を希望する方は申し込みが必要です。
　※平成29年度（乳がん検診は平成28年度）に受けた方には受診票が届きますので、申し込みの必要はありません。

 肺がん・結核 胸部X線検査 40歳以上の男女 100円    

 

・75歳以上（平成30年4月1日現在）の方は検診料が無料です（容器代を除く）。
・生活保護世帯の方は検診料が無料ですが、別途申請書の提出が必要です。受診前にご連絡ください。

～受けてください、命を守るがん検診～
平成30年度がん検診などの申し込み受け付けを開始します

　　  健康づくり課（☎23-8111）

＜申込方法＞
次の1～3のいずれかでお申し込みください。申込期限：2月28日（水）
1 徳育保健センター、大東支所または大須賀支所へ来所
2 電話または、市ホームページ「電子申請」から
 ※右の二次元コードからも電子申請できます（通信料がかかります）。
3 希望する検診名（子宮頸がん、乳がん検診は検診会場も）、住所、氏名、性別、生年月日、電話番号を
 ハガキに記入して郵送（〒436-0068 御所原9-28  健康づくり課あて）
 ※検診会場および日時は、申し込みをされた方に別途ご案内します。

41歳以上の女性
（2年に1回）

少ない自己負担金で各種検診を受診できます。がんは早期の段階では自覚症状がないため、定期的な受診
が大切です。1年に1回、検診を受けましょう。
対象　掛川市に住民登録があり、ほかで受診の機会のない方
　　　※現在治療中の方、ご自身や配偶者の勤務先、学校、人間ドックなどで受診される方は対象から除きます。

検診名 検査内容 対象（平成30年4月1日現在） 自己負担金 実施時期など（予定）

大腸がん

肝炎ウイルス

便潜血検査
（2日分の便を
採って提出）

 6月～11月
 申し込み不要
40歳以上の男女 検査容器（410円）を、掛川医療
 センター、肺がん・結核検診会場
 または胃がん検診会場で直接購入

骨粗しょう症 手首レントゲンに 50、55、60歳の女性 1,000円 8月～11月  よる骨密度測定    ※掛川医療センター

39歳～70歳の男女で 500円これまで一度も検査をしていない方
血液検査
（B・C型肝炎ウイルスの
感染を調べます） 40、45、50、55、60、65、70歳 無　料 

歯周疾患  歯周病など、口の  40、50、60、70歳の男女 1,000円 7月～9月  中のチェック                                    ※市内指定歯科医院

7月～11月
※掛川医療センター、大東支所、
　大須賀支所

容器代
410円

●以下の検診を希望する方は、申し込みが必要です。

 胃がん 胃部X線検査（バリウム検査） 36歳以上の男女 1,100円  
6月～11月 

 

乳がん

  

マンモグラフィ 

  1,300円  

5月～12月   40歳の女性 無　　料   （無料クーポン券6月送付）
  ※検診会場：中東遠総合医療センターまたは検診車（申込時に選択）

 前立腺がん 血液検査 50歳以上の男性 1,000円  7月～11月
 

子宮頸がん

 
内診･細胞診

 21歳以上の女性 1,200円  

5月～12月   20歳の女性 無　　料   （無料クーポン券6月送付） 
  ※検診会場：開業医・中東遠総合医療センターまたは検診車（申込時に選択）

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）

（有）三久配管 （☎72-7223）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業　　 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎48-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎72-7223）
シンワ設備（株） （☎24-3322）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道部（☎27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 1/1～2/4

1/ 1 （月・年始）
 2 （火・年始）
 3 （水・年始）
 6 （土）
 7 （日）
 8 （月・祝）
 13 （土）
 14 （日）
 20 （土）
 21 （日）
 27 （土）
 28 （日）
2/ 3 （土）
 4 （日）

1/ 1 （月・年始）
 2 （火・年始）
 3 （水・年始）
 6 （土）
 7 （日）
 8 （月・祝）
 13 （土）
 14 （日）
 20 （土）
 21 （日）
 27 （土）
 28 （日）
2/ 3 （土）
 4 （日）

平成29年、学校の取り組みに高い評価

小中学校の受賞続々と
西中学校が「読書県しずおか」づくり
優秀実践校に（11/6）、上内田小学
校が「一輪車を中核に据えた学校づ
くり・体力づくり」の研究で全国学
校体育研究会の優良校に（11/9）、
大須賀中学校の防災学習への取り組
みが評価され文部科学大臣から学校
安全表彰（11/16）、千浜小学校の
防災学習が県地域防災活動知事褒賞

を受賞（11/18）するとともに、フラ
ワー・ブラボー・コンクールで同校
花壇が環境大臣賞を受賞（11/21）、
一部一ボランティアに取り組む桜が
丘中学校が県更生保護大会で社会を
明るくする運動推進委員会感謝状を
受けました（11/22）。
今年も各学校の取り組みに注目!

上内田小で行われた一輪車検定の
様子。同校ではほぼ全員が一輪車
に乗ることができる。

環境大臣賞を受賞した千浜小の花壇。中央には学校のシンボル「千鳥」 テント張りを実践する大須賀中生徒

平成29年は、小中学校で行われて
いる防災や環境などのさまざまな活
動が認められ、受賞が続きました。
防災学習に力を入れる原野谷中学

校がレジリエンスジャパン推進協議
会から強靱化大賞2017最優秀レジリ
エンス賞受賞（3/15）、原谷小学校
が県交通安全対策協議会から交通安
全優良団体として表彰（10/16）、

じん
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検診名 検査内容 自己負担金 実施時期（予定）対象（平成30年4月1日現在）

●平成29年度に市の検診を受けなかった方で、以下の検診を希望する方は申し込みが必要です。
　※平成29年度（乳がん検診は平成28年度）に受けた方には受診票が届きますので、申し込みの必要はありません。

 肺がん・結核 胸部X線検査 40歳以上の男女 100円    

 

・75歳以上（平成30年4月1日現在）の方は検診料が無料です（容器代を除く）。
・生活保護世帯の方は検診料が無料ですが、別途申請書の提出が必要です。受診前にご連絡ください。

～受けてください、命を守るがん検診～
平成30年度がん検診などの申し込み受け付けを開始します

　　  健康づくり課（☎23-8111）

＜申込方法＞
次の1～3のいずれかでお申し込みください。申込期限：2月28日（水）
1 徳育保健センター、大東支所または大須賀支所へ来所
2 電話または、市ホームページ「電子申請」から
 ※右の二次元コードからも電子申請できます（通信料がかかります）。
3 希望する検診名（子宮頸がん、乳がん検診は検診会場も）、住所、氏名、性別、生年月日、電話番号を
 ハガキに記入して郵送（〒436-0068 御所原9-28  健康づくり課あて）
 ※検診会場および日時は、申し込みをされた方に別途ご案内します。

41歳以上の女性
（2年に1回）

少ない自己負担金で各種検診を受診できます。がんは早期の段階では自覚症状がないため、定期的な受診
が大切です。1年に1回、検診を受けましょう。
対象　掛川市に住民登録があり、ほかで受診の機会のない方
　　　※現在治療中の方、ご自身や配偶者の勤務先、学校、人間ドックなどで受診される方は対象から除きます。

検診名 検査内容 対象（平成30年4月1日現在） 自己負担金 実施時期など（予定）

大腸がん

肝炎ウイルス

便潜血検査
（2日分の便を
採って提出）

 6月～11月
 申し込み不要
40歳以上の男女 検査容器（410円）を、掛川医療
 センター、肺がん・結核検診会場
 または胃がん検診会場で直接購入

骨粗しょう症 手首レントゲンに 50、55、60歳の女性 1,000円 8月～11月  よる骨密度測定    ※掛川医療センター

39歳～70歳の男女で 500円これまで一度も検査をしていない方
血液検査
（B・C型肝炎ウイルスの
感染を調べます） 40、45、50、55、60、65、70歳 無　料 

歯周疾患  歯周病など、口の  40、50、60、70歳の男女 1,000円 7月～9月  中のチェック                                    ※市内指定歯科医院

7月～11月
※掛川医療センター、大東支所、
　大須賀支所

容器代
410円

●以下の検診を希望する方は、申し込みが必要です。

 胃がん 胃部X線検査（バリウム検査） 36歳以上の男女 1,100円  
6月～11月 

 

乳がん

  

マンモグラフィ 

  1,300円  

5月～12月   40歳の女性 無　　料   （無料クーポン券6月送付）
  ※検診会場：中東遠総合医療センターまたは検診車（申込時に選択）

 前立腺がん 血液検査 50歳以上の男性 1,000円  7月～11月
 

子宮頸がん

 
内診･細胞診

 21歳以上の女性 1,200円  

5月～12月   20歳の女性 無　　料   （無料クーポン券6月送付） 
  ※検診会場：開業医・中東遠総合医療センターまたは検診車（申込時に選択）

北　部（掛川区域） 南　部（大東・大須賀区域）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）
（有）諸星配管 （☎22-2975）
（株）トダックス （☎26-2161）
（有）松井管工 （☎23-0581）
（株）マツイ健設 （☎23-8691）
協和水道（株） （☎26-1331）
（株）巧栄水道 （☎24-7661）
（株）掛川水道設備 （☎24-8055）
（株）まつだ配管 （☎26-3261）
（株）浅岡工業 （☎24-2611）

（有）三久配管 （☎72-7223）
シンワ設備（株） （☎24-3322）
（有）静管興業　　 （☎72-4705）
（有）土屋設備 （☎48-2093）
綱取管興 （☎48-2004）
（有）林配管 （☎72-5515）
（有）豊設備 （☎72-5630）
（有）浅岡管興 （☎48-4221）
（有）エイケイ赤堀工事 （☎74-3340）
（有）大城配管 （☎72-4685）
（有）大澄設備 （☎48-4476）
（有）北端工務店 （☎74-2445）
（有）三久配管 （☎72-7223）
シンワ設備（株） （☎24-3322）

※宅地内の水道修理は有料です。 問水道部（☎27-0711）宅地内の水道修理の連絡先 （土・日・祝日） 1/1～2/4

1/ 1 （月・年始）
 2 （火・年始）
 3 （水・年始）
 6 （土）
 7 （日）
 8 （月・祝）
 13 （土）
 14 （日）
 20 （土）
 21 （日）
 27 （土）
 28 （日）
2/ 3 （土）
 4 （日）

1/ 1 （月・年始）
 2 （火・年始）
 3 （水・年始）
 6 （土）
 7 （日）
 8 （月・祝）
 13 （土）
 14 （日）
 20 （土）
 21 （日）
 27 （土）
 28 （日）
2/ 3 （土）
 4 （日）

平成29年、学校の取り組みに高い評価

小中学校の受賞続々と
西中学校が「読書県しずおか」づくり
優秀実践校に（11/6）、上内田小学
校が「一輪車を中核に据えた学校づ
くり・体力づくり」の研究で全国学
校体育研究会の優良校に（11/9）、
大須賀中学校の防災学習への取り組
みが評価され文部科学大臣から学校
安全表彰（11/16）、千浜小学校の
防災学習が県地域防災活動知事褒賞

を受賞（11/18）するとともに、フラ
ワー・ブラボー・コンクールで同校
花壇が環境大臣賞を受賞（11/21）、
一部一ボランティアに取り組む桜が
丘中学校が県更生保護大会で社会を
明るくする運動推進委員会感謝状を
受けました（11/22）。
今年も各学校の取り組みに注目!

上内田小で行われた一輪車検定の
様子。同校ではほぼ全員が一輪車
に乗ることができる。

環境大臣賞を受賞した千浜小の花壇。中央には学校のシンボル「千鳥」 テント張りを実践する大須賀中生徒

平成29年は、小中学校で行われて
いる防災や環境などのさまざまな活
動が認められ、受賞が続きました。
防災学習に力を入れる原野谷中学

校がレジリエンスジャパン推進協議
会から強靱化大賞2017最優秀レジリ
エンス賞受賞（3/15）、原谷小学校
が県交通安全対策協議会から交通安
全優良団体として表彰（10/16）、

じん

19 18KOHO  KAKEGAWA  2018.1



広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。

12/8

▲かわいらしいラッピングバスに乗り込む利用者ら

▲三の丸広場でスローエアロビックを楽しむ参加者ら

郷土の誇りを胸に力走
市町対抗駅伝で市の部20位12/2

30日間の芸術の祭典に幕
茶エンナーレ閉幕式11/19

▲県庁前をスタートする選手たち（掛川市は前列左から4番目）

第18回静岡県市町対抗駅伝競走大会が静岡
市を舞台に開催され、県内35市町39チームが
県庁前から草薙陸上競技場までの42.195㌔、
12区間を駆け抜けました。
今年から新たに小学生対象の9区1.619㌔が
新設。掛川市選手団は、早朝から駆けつけた多
くの市民の声援を受けながら、世代を超えた団
結力で力走。市の部20位、2時間21分38秒で
ゴールしました。

糖尿病予防呼びかける
青い掛川城前で健康づくり

▲手をつなぎ30日間の芸術の祭典を締めくくる関係者ら

12/1

▲Pepper（右手前）の動きに注目する審査員たち

11/18

10月21日から始まった地域芸術祭「かけが
わ茶エンナーレ」のグランドフィナーレが、三
の丸広場で開かれました。
出展したアーティストらが集まり、感想や
感謝の言葉を述べ、30日間にわたる芸術の祭
典を締めくくりました。最後はステージ上で関
係者らがつないだ手を掲げ終わりを告げると、
会場からは大きな拍手が起こりました。

糖尿病予防活動の輪を広げる「世界糖尿病
デー」に合わせ、11月13日から7日間、掛川
城がイメージカラーの青色に照らされました。
市は同啓発イベントの1つとして、ライト
アップされた城を背に、三の丸広場で「スロー
エアロビック講座」を開催。日本体育協会エア
ロビック指導員を講師に招き、72人が市歌な
どの曲に合わせ楽しく体を動かしました。

市教育委員会は、人型ロボット「Pepper」
を活用したプログラミングの成果を競うコンテ
ストを曽我小学校で開きました。
対象はPepperを配置している市内小学校2
校、中学校全9校で、計27のプログラムが提出
されました。審査では、児童生徒のアイデアが
詰まったプログラミングの成果が披露され、審
査員をうならせたり、笑わせたりしていました。

防潮堤整備の進む沖之須区沿岸部で、市内最大
のメガソーラー「掛川大渕・沖之須特別高圧太陽
光発電所」の通電を祝う式典が行われました。
発電所は約17haに約6万8千枚のパネルを設置。

出力は1万8千kWで、一般家庭約5,400世帯が1年
間に使用する電力を賄えます。

11/22 市内最大のメガソーラー
沖之須地内で通電を祝い式典

▲整備が進む防潮堤の北側に並ぶメガソーラー

11/24

土方小学校で授業
中の火災を想定した
訓練が行われ、掛川
南消防署や防災設備
を取り扱う企業など
と連携しながら、火
災時の対応や消火器
具の扱い方を学びま
した。

児童らは火災発生の合図で一斉にグラウンドへ
避難。その後、1・2年生は煙体験、3・4年生は防
火扉の扱い方と消火栓からの放水体験、5・6年生
は消火器の体験を行いました。

体験を通して防災学習
土方小児童が火災総合訓練

▲消火栓からの放水体験

プログラミングの成果競う
Pepperスクールチャレンジ
ペ ッ パ ー

茶きんちゃんがCPに一役
市内初のラッピングバス

シティプロモーション

12/7
うたい

謡や太鼓をリズムよく
大須賀中生徒が能楽体験

▲謡と太鼓に挑戦する生徒たち

大須賀中学校2年生が、豊かな感性と芸術への興
味を育むため能楽の謡や太鼓を学びました。
講師は、輝くかけがわ応援大使でシテ方観世流

能楽師の長谷川
晴彦さんと、太
鼓方観世流の徳
田宗久さん。生
徒たちは能楽
「羽衣」の謡を
直接聞いたり、
太鼓のたたき方
や掛け声を学ん
だりしました。

掛川市の自主運行バスで、車両にイラスト
を施した初のラッピングバスが、掛川駅北口の
バス停留所から運行を開始しました。市の魅力
発信とバスの利用促進を目的に、各路線をロー
テーションしながら走ります。
バスには市のキャラクター「茶のみやきん
じろう」がお茶やメロン、イチゴ、凧を紹介す
る姿などがデザインされています。

たこ

撮影協力：菊川市、御前崎市、牧之原市、藤枝市、吉田町、松崎町
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広報かけがわ電子版では、フォトニュースをカラーでご覧いただけます。
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▲かわいらしいラッピングバスに乗り込む利用者ら

▲三の丸広場でスローエアロビックを楽しむ参加者ら

郷土の誇りを胸に力走
市町対抗駅伝で市の部20位12/2

30日間の芸術の祭典に幕
茶エンナーレ閉幕式11/19

▲県庁前をスタートする選手たち（掛川市は前列左から4番目）

第18回静岡県市町対抗駅伝競走大会が静岡
市を舞台に開催され、県内35市町39チームが
県庁前から草薙陸上競技場までの42.195㌔、
12区間を駆け抜けました。
今年から新たに小学生対象の9区1.619㌔が
新設。掛川市選手団は、早朝から駆けつけた多
くの市民の声援を受けながら、世代を超えた団
結力で力走。市の部20位、2時間21分38秒で
ゴールしました。

糖尿病予防呼びかける
青い掛川城前で健康づくり

▲手をつなぎ30日間の芸術の祭典を締めくくる関係者ら

12/1

▲Pepper（右手前）の動きに注目する審査員たち

11/18

10月21日から始まった地域芸術祭「かけが
わ茶エンナーレ」のグランドフィナーレが、三
の丸広場で開かれました。
出展したアーティストらが集まり、感想や
感謝の言葉を述べ、30日間にわたる芸術の祭
典を締めくくりました。最後はステージ上で関
係者らがつないだ手を掲げ終わりを告げると、
会場からは大きな拍手が起こりました。

糖尿病予防活動の輪を広げる「世界糖尿病
デー」に合わせ、11月13日から7日間、掛川
城がイメージカラーの青色に照らされました。
市は同啓発イベントの1つとして、ライト
アップされた城を背に、三の丸広場で「スロー
エアロビック講座」を開催。日本体育協会エア
ロビック指導員を講師に招き、72人が市歌な
どの曲に合わせ楽しく体を動かしました。

市教育委員会は、人型ロボット「Pepper」
を活用したプログラミングの成果を競うコンテ
ストを曽我小学校で開きました。
対象はPepperを配置している市内小学校2
校、中学校全9校で、計27のプログラムが提出
されました。審査では、児童生徒のアイデアが
詰まったプログラミングの成果が披露され、審
査員をうならせたり、笑わせたりしていました。

防潮堤整備の進む沖之須区沿岸部で、市内最大
のメガソーラー「掛川大渕・沖之須特別高圧太陽
光発電所」の通電を祝う式典が行われました。
発電所は約17haに約6万8千枚のパネルを設置。

出力は1万8千kWで、一般家庭約5,400世帯が1年
間に使用する電力を賄えます。

11/22 市内最大のメガソーラー
沖之須地内で通電を祝い式典

▲整備が進む防潮堤の北側に並ぶメガソーラー
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土方小学校で授業
中の火災を想定した
訓練が行われ、掛川
南消防署や防災設備
を取り扱う企業など
と連携しながら、火
災時の対応や消火器
具の扱い方を学びま
した。

児童らは火災発生の合図で一斉にグラウンドへ
避難。その後、1・2年生は煙体験、3・4年生は防
火扉の扱い方と消火栓からの放水体験、5・6年生
は消火器の体験を行いました。

体験を通して防災学習
土方小児童が火災総合訓練

▲消火栓からの放水体験

プログラミングの成果競う
Pepperスクールチャレンジ
ペ ッ パ ー

茶きんちゃんがCPに一役
市内初のラッピングバス

シティプロモーション

12/7
うたい

謡や太鼓をリズムよく
大須賀中生徒が能楽体験

▲謡と太鼓に挑戦する生徒たち

大須賀中学校2年生が、豊かな感性と芸術への興
味を育むため能楽の謡や太鼓を学びました。
講師は、輝くかけがわ応援大使でシテ方観世流

能楽師の長谷川
晴彦さんと、太
鼓方観世流の徳
田宗久さん。生
徒たちは能楽
「羽衣」の謡を
直接聞いたり、
太鼓のたたき方
や掛け声を学ん
だりしました。

掛川市の自主運行バスで、車両にイラスト
を施した初のラッピングバスが、掛川駅北口の
バス停留所から運行を開始しました。市の魅力
発信とバスの利用促進を目的に、各路線をロー
テーションしながら走ります。
バスには市のキャラクター「茶のみやきん
じろう」がお茶やメロン、イチゴ、凧を紹介す
る姿などがデザインされています。

たこ

撮影協力：菊川市、御前崎市、牧之原市、藤枝市、吉田町、松崎町
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・
2
月
ごみの休日受け入れ
　環境資源ギャラリー（☎23-2273）
と　き 1/13（土）・28（日）、2/10（土）・25（日）
 9：00～11：30

住民基本台帳人口 117,874人 （－31） 58,987人（－11） 58,887人（－20） 44,153（＋34）
 日本人 113,939人 （－29） 57,159人（－12） 56,780人（－17） 42,182（＋39）
 外国人 3,935人 （－  2）   1,828人（＋  1）   2,107人（－  3）   1,971（－  5）

人数世帯数（前月からの増減） 男 女 世帯数

二次元コード
携帯電話webサイト
「モバイル掛川」

■市の人口（12月1日現在）

姉妹都市　岩手県奥州市
つなげる・つながる　みちのく魅力発信

Oshu

精神保健福祉総合相談
　　西部健康福祉センター掛川支所（☎22-3263）
と　き　1/23（火）、2/27（火）13：30～（事前予約制）
ところ 西部健康福祉センター掛川支所（金城）

献血　　福祉課（☎21-1140）
と　き　1/16（火）、2/20（火）9：15～16：00
ところ 市役所北側駐車場
※使用している薬（外用薬を含む）の名前を伺います。

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
私
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨

年
父
親
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
、

仕
事
と
両
立
さ
せ
な
が
ら
、
家
族
で

過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
の
喜
ん
で
い
る
姿
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
泣
い
て
い
て
も
怒
っ

て
い
て
も
、
全
て
の
所
作
が
愛
ら
し

く
見
え
ま
す
。
広
報
で
学
ん
だ
カ
メ

ラ
の
技
術
を
生
か
し
て
、
こ
れ
か
ら

た
く
さ
ん
子
ど
も
の
写
真
を
撮
っ
て

い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　
　

   

（
佐
）

魅
力
を
伝
え
歴
史
資
源
を
守
る

岩
谷
堂
城
を
歩
く
会

きんじろうくん
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し
た
。

　
全
品
で
受
賞
し
た
お
茶
は
各
組
合

員
か
ら
、
え
り
す
ぐ
ら
れ
た
生
葉
で

作
り
上
げ
た
も
の
。
製
造
に
立
ち

会
っ
た
平
井
さ
ん
は
、
「
例
年
に
も

増
し
て
と
て
も
よ
い
お
茶
が
で
き

た
。
こ
れ
な
ら
大
臣
賞
を
ね
ら
え

る
」
と
出
品
前
か
ら
確
信
に
近
い
も

の
を
感
じ
た
と
話
し
ま
す
。
続
け
て

「
今
後
も
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
保
つ
た

め
に
は
伝
統
あ
る
茶
草
場
農
法
、
製

法
の
伝
承
が
不
可
欠
。
近
隣
の
組
合

も
レ
ベ
ル
が
高
く
よ
い
刺
激
を
受
け

て
い
る
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
る

が
、
大
臣
賞
に
恥
じ
な
い
お
い
し
い

お
茶
づ
く
り
を
心
が
け
、
天
皇
杯
を

目
指
す
」
と
力
強
く
話
し
ま
し
た
。

全
品
3
年
連
続
農
林
水
産
大
臣
賞

の
偉
業
達
成
に
向
け
て
、
平
井
さ
ん

た
ち
の
さ
ら
な
る
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

平
成
29
年
の
全
国
茶
品
評
会
（
全

品
）
深
蒸
し
煎
茶
の
部
で
山
東
茶
業

組
合
が
2
年
連
続
5
回
目
の
農
林
水

産
大
臣
賞
に
輝
き
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
静
岡
県
茶
品
評
会
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
茶
の
共
進
会
で
も
同
大
臣
賞

を
受
賞
。
国
内
三
大
品
評
会
「
三

冠
」
の
快
挙
を
達
成
し
ま
し
た
。

「
組
合
員
一
家
族
」
と
話
す
の
は
代

表
理
事
の
平
井
寿
博
さ
ん
。
組
合
員

の
強
い
団
結
力
が
受
賞
に
つ
な
が
っ

た
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

現
在
の
組
合
員
は
16
人
。
そ
の
内
6

人
が
将
来
を
担
う
30
代
の
若
手
で
、

製
茶
技
術
の
伝
承
が
機
能
し
、
組
合

の
底
上
げ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
る

茶
草
場
農
法
に
よ
り
育
ん
で
き
た
良

質
な
土
を
武
器
に
、
品
質
の
高
い
お

茶
の
生
産
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
き
ま

▲平井さん（54）は高校卒業後製茶機メー
カーに勤め、25歳で山東茶業組合に加入。平
成24年1月に代表理事に就任。趣味は夫婦で
DVD鑑賞をすること。

　　（東山）
山東茶業組合代表理事 平井寿博さん

大須賀区域

よこすかしろ保存会
北限のサトウキビ産地で作る
江戸時代から受け継ぐ伝統の味

地
元
産
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
使
っ
た
砂

糖
「
よ
こ
す
か
し
ろ
」
を
生
産
す
る
の

は
「
よ
こ
す
か
し
ろ
保
存
会
」
。
有
志

市
民
ら
16
人
で
、
原
料
の
栽
培
か
ら
製

造
ま
で
全
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
が
育
つ
北
限
と
言
わ
れ

た
横
須
賀
藩
に
秘
伝
の
製
糖
法
が
伝
わ
っ

た
の
は
江
戸
時
代
後
期
。
藩
の
産
業
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。
戦
後
、
外
国
産
の

砂
糖
に
お
さ
れ
一
旦
は
途
絶
え
ま
し
た

が
、
平
成
元
年
に
ま
ち
お
こ
し
事
業
で

復
活
。
代
表
の
鈴
木
武
史
さ
ん
は
「
当

時
の
技
術
を
知
る
方
が
残
っ
て
い
た
か

ら
こ
そ
継
承
で
き
た
」
と
話
し
ま
す
。

毎
年
、
糖
度
が
高
ま
る
11
月
か
ら
製

造
を
開
始
。
工
場
で
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
の

搾
り
汁
を
大
釡
で
煮
詰
め
な
が
ら
ア
ク

を
取
り
続
け
ま
す
。
1
時
間
煮
詰
め
た

後
、
素
焼
き
の
器
で
冷
や
し
な
が
ら
か

き
回
す
と
き
れ
い
な
あ
め
色
の
砂
糖

に
。
工
場
長
の
松
本
幹
次
さ
ん
は
「
大

釡
か
ら
器
に
移
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
品
質

の
鍵
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

今
年
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
収
穫
量
は
約

25
㌧
で
、
1
・
5
㌧
の
砂
糖
を
生
産
予

定
。
鈴
木
さ
ん
は
「
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富

で
希
少
な
自
然
食
品
。
こ
の
味
と
技
術

を
残
し
て
い
く
」
と
決
意
を
語
り
ま
す
。

今
年
で
復
活
30
周
年
。
伝
統
の
味
が
遠

州
横
須
賀
の
地
で
生
き
続
け
ま
す
。

▲サトウキビを機械で搾るきんじろうくん（中央）と、
鈴木さん（右）、松本さん

さらなる偉業達成への挑戦　

▲山全体が堅固な要害。その遺構は参加者の
興味を湧き立てる

▲掛川城をバックに撮影する取材班

訪日外国人へ掛川の魅力PR
外国人向けウェブサイトでシティプロモーションを展開

岩
谷
堂
城
址
顕
彰
会
（
荻
田
耕
造
会
長
）
と
岩

谷
堂
振
興
会
共
催
に
よ
る
岩
谷
堂
城
を
歩
く
会
が

11
月
4
日
、
江
刺
区
の
館
山
史
跡
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
城
郭
研
究
家
「
近
世
こ
も
ん
じ
ょ
館
」

主
宰
の
工
藤
利
悦
さ
ん
に
よ
る
解
説
と
、
市
民
提

案
型
協
働
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
製
作
し
た
散

策
ガ
イ
ド
を
活
用
し
、
2
時
間
あ
ま
り
周
辺
を
散

策
し
ま
し
た
。

室
町
時
代
後
期
に
は
す
で
に
築
か
れ
、
今
も
地

元
の
人
か
ら
敬
意
を
も
っ
て
「
お
館
山
」
と
呼
ば

れ
る
岩
谷
堂
城
址
。
同
顕
彰
会
は
、
1
0
0
人
を

超
え
る
会
員
が
歴
史
遺
産
と
し
て
の
周
知
と
保
存

顕
彰
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
荻
田
会
長

は
「
ま
だ
全
て
が
知
り
得
た
も
の
で
は
な
い
。
分

か
り
や
す
い
案
内
表
示
の
工
夫
な
ど
で
史
跡
の
魅

力
を
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
さ
ら
な
る
活
動

に
力
を
込
め
ま
し
た
。

訪
日
外
国
人
向
け
観
光
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
」
の
取
材

班
が
12
月
4
・
5
日
の
両
日
、
掛
川

市
を
訪
れ
、
掛
川
城
や
掛
川
花
鳥
園
、

粟
ヶ
岳
、
甲
冑
の
試
着
体
験
、
お
茶

の
体
験
な
ど
を
取
材
し
ま
し
た
。

平
成
8
年
に
開
設
さ
れ
た
ジ
ャ
パ

ン
ガ
イ
ド
は
、
毎
月
の
閲
覧
者
数
が
約

1
8
0
万
人
で
、
訪
日
外
国
人
か
ら

絶
大
な
支
持
を
集
め
る
サ
イ
ト
。
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し

て
、
市
が
初
め
て
海
外
へ
の
P
R
を

企
画
し
ま
し
た
。

掛
川
城
周
辺
で
は
、
ス
テ
フ
ァ

ン
・
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
編
集
長
指
示

の
も
と
、
山
内
一
豊
公
の
甲
冑
を
着

け
た
リ
ポ
ー
タ
ー
役
の
サ
ム
・
エ
バ

ン
ス
さ
ん
が
天
守
閣
を
背
景
に
ポ
ー

ジ
ン
グ
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
ー
ス

ト
ン
さ
ん
が
動
画
や
写
真
を
撮
影
し

ま
し
た
。

今
回
の
記
事
は
2
〜
3
月
こ
ろ
に

同
サ
イ
ト
へ
掲
載

予
定
。
シ
ャ
ウ

エ
ッ
カ
ー
さ
ん
は

「
掛
川
は
城
と
お

茶
が
印
象
的
。
お

茶
摘
み
が
で
き
る

プ
ラ
ン
な
ど
が
あ

る
と
人
気
が
出
る

の
で
は
な
い
か
」

と
話
し
ま
し
た
。

た
ち
や
ま

か
っ
ち
ゅ
う
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。
組
合
員

の
強
い
団
結
力
が
受
賞
に
つ
な
が
っ

た
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

現
在
の
組
合
員
は
16
人
。
そ
の
内
6

人
が
将
来
を
担
う
30
代
の
若
手
で
、

製
茶
技
術
の
伝
承
が
機
能
し
、
組
合

の
底
上
げ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
ま

た
、
先
人
た
ち
か
ら
受
け
継
が
れ
る

茶
草
場
農
法
に
よ
り
育
ん
で
き
た
良

質
な
土
を
武
器
に
、
品
質
の
高
い
お

茶
の
生
産
に
こ
だ
わ
り
続
け
て
き
ま

▲平井さん（54）は高校卒業後製茶機メー
カーに勤め、25歳で山東茶業組合に加入。平
成24年1月に代表理事に就任。趣味は夫婦で
DVD鑑賞をすること。

　　（東山）
山東茶業組合代表理事 平井寿博さん

大須賀区域

よこすかしろ保存会
北限のサトウキビ産地で作る
江戸時代から受け継ぐ伝統の味

地
元
産
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
使
っ
た
砂

糖
「
よ
こ
す
か
し
ろ
」
を
生
産
す
る
の

は
「
よ
こ
す
か
し
ろ
保
存
会
」
。
有
志

市
民
ら
16
人
で
、
原
料
の
栽
培
か
ら
製

造
ま
で
全
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ト
ウ
キ
ビ
が
育
つ
北
限
と
言
わ
れ

た
横
須
賀
藩
に
秘
伝
の
製
糖
法
が
伝
わ
っ

た
の
は
江
戸
時
代
後
期
。
藩
の
産
業
と

し
て
栄
え
ま
し
た
。
戦
後
、
外
国
産
の

砂
糖
に
お
さ
れ
一
旦
は
途
絶
え
ま
し
た

が
、
平
成
元
年
に
ま
ち
お
こ
し
事
業
で

復
活
。
代
表
の
鈴
木
武
史
さ
ん
は
「
当

時
の
技
術
を
知
る
方
が
残
っ
て
い
た
か

ら
こ
そ
継
承
で
き
た
」
と
話
し
ま
す
。

毎
年
、
糖
度
が
高
ま
る
11
月
か
ら
製

造
を
開
始
。
工
場
で
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
の

搾
り
汁
を
大
釡
で
煮
詰
め
な
が
ら
ア
ク

を
取
り
続
け
ま
す
。
1
時
間
煮
詰
め
た

後
、
素
焼
き
の
器
で
冷
や
し
な
が
ら
か

き
回
す
と
き
れ
い
な
あ
め
色
の
砂
糖

に
。
工
場
長
の
松
本
幹
次
さ
ん
は
「
大

釡
か
ら
器
に
移
す
タ
イ
ミ
ン
グ
が
品
質

の
鍵
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

今
年
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
収
穫
量
は
約

25
㌧
で
、
1
・
5
㌧
の
砂
糖
を
生
産
予

定
。
鈴
木
さ
ん
は
「
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富

で
希
少
な
自
然
食
品
。
こ
の
味
と
技
術

を
残
し
て
い
く
」
と
決
意
を
語
り
ま
す
。

今
年
で
復
活
30
周
年
。
伝
統
の
味
が
遠

州
横
須
賀
の
地
で
生
き
続
け
ま
す
。

▲サトウキビを機械で搾るきんじろうくん（中央）と、
鈴木さん（右）、松本さん

さらなる偉業達成への挑戦　

▲山全体が堅固な要害。その遺構は参加者の
興味を湧き立てる

▲掛川城をバックに撮影する取材班

訪日外国人へ掛川の魅力PR
外国人向けウェブサイトでシティプロモーションを展開

岩
谷
堂
城
址
顕
彰
会
（
荻
田
耕
造
会
長
）
と
岩

谷
堂
振
興
会
共
催
に
よ
る
岩
谷
堂
城
を
歩
く
会
が

11
月
4
日
、
江
刺
区
の
館
山
史
跡
公
園
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
城
郭
研
究
家
「
近
世
こ
も
ん
じ
ょ
館
」

主
宰
の
工
藤
利
悦
さ
ん
に
よ
る
解
説
と
、
市
民
提

案
型
協
働
支
援
事
業
補
助
金
に
よ
り
製
作
し
た
散

策
ガ
イ
ド
を
活
用
し
、
2
時
間
あ
ま
り
周
辺
を
散

策
し
ま
し
た
。

室
町
時
代
後
期
に
は
す
で
に
築
か
れ
、
今
も
地

元
の
人
か
ら
敬
意
を
も
っ
て
「
お
館
山
」
と
呼
ば

れ
る
岩
谷
堂
城
址
。
同
顕
彰
会
は
、
1
0
0
人
を

超
え
る
会
員
が
歴
史
遺
産
と
し
て
の
周
知
と
保
存

顕
彰
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
荻
田
会
長

は
「
ま
だ
全
て
が
知
り
得
た
も
の
で
は
な
い
。
分

か
り
や
す
い
案
内
表
示
の
工
夫
な
ど
で
史
跡
の
魅

力
を
広
く
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
さ
ら
な
る
活
動

に
力
を
込
め
ま
し
た
。

訪
日
外
国
人
向
け
観
光
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
「
ジ
ャ
パ
ン
ガ
イ
ド
」
の
取
材

班
が
12
月
4
・
5
日
の
両
日
、
掛
川

市
を
訪
れ
、
掛
川
城
や
掛
川
花
鳥
園
、

粟
ヶ
岳
、
甲
冑
の
試
着
体
験
、
お
茶

の
体
験
な
ど
を
取
材
し
ま
し
た
。

平
成
8
年
に
開
設
さ
れ
た
ジ
ャ
パ

ン
ガ
イ
ド
は
、
毎
月
の
閲
覧
者
数
が
約

1
8
0
万
人
で
、
訪
日
外
国
人
か
ら

絶
大
な
支
持
を
集
め
る
サ
イ
ト
。
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し

て
、
市
が
初
め
て
海
外
へ
の
P
R
を

企
画
し
ま
し
た
。

掛
川
城
周
辺
で
は
、
ス
テ
フ
ァ

ン
・
シ
ャ
ウ
エ
ッ
カ
ー
編
集
長
指
示

の
も
と
、
山
内
一
豊
公
の
甲
冑
を
着

け
た
リ
ポ
ー
タ
ー
役
の
サ
ム
・
エ
バ

ン
ス
さ
ん
が
天
守
閣
を
背
景
に
ポ
ー

ジ
ン
グ
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
ー
ス

ト
ン
さ
ん
が
動
画
や
写
真
を
撮
影
し

ま
し
た
。

今
回
の
記
事
は
2
〜
3
月
こ
ろ
に

同
サ
イ
ト
へ
掲
載

予
定
。
シ
ャ
ウ

エ
ッ
カ
ー
さ
ん
は

「
掛
川
は
城
と
お

茶
が
印
象
的
。
お

茶
摘
み
が
で
き
る

プ
ラ
ン
な
ど
が
あ

る
と
人
気
が
出
る

の
で
は
な
い
か
」

と
話
し
ま
し
た
。

た
ち
や
ま

か
っ
ち
ゅ
う
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営業時間 平　　日 ／AM9:30~PM11:00
 土　曜　日 ／AM10:00~PM9:00
 日曜・祝日 ／AM10:00~PM6:00
休　館　日 毎月末日休館

TEL.0537-24-7380

効果的な運動習慣
はじめませんか？

静岡県掛川市大池958-2 掛川スイミングスクール隣

フィットネスクラブ

フィットネスクラブ

検　索K-FIT詳しくは
http://www.kss-k-fit.co.jp

A E D
自動体外式除細動器

設置しています

会員
募集中!

運動型健康増進施設

いつでも見学OK!

3つの安心
サポート

1. はじめての利
用時にスタ

ッフが運動
プログラム

をつくります
。

2. はじ
めての利用

から3回目
までスタッ

フがマシン
の説明を

行います。

3. 2ヶ
月ごとに成

果チェック
をし、新し

い運動プロ
グラムを

つくります
。

広
報
 か
け
が
わ
  平

成
30年（

2018）1月
発
行
 掛
川
市
役
所（
〒
436-8650 掛

川
市
長
谷
一
丁
目
1番
地
の
1）

編
集
 シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
広
報
広
聴
係

 
（
☎
0537-21-1123・FAX0537-21-1167）

「
広
報
か
け
が
わ（
音
声
版
）」を

ご
希
望
の
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
た
め
グ
リ
ー
ン
購
入
法
適
合
再
生
紙
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

広告


